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(57)【要約】
【課題】可視光と暗視撮像用の赤外光とが混在した状態
であっても、撮像した映像に基づいて良好なカラー映像
信号を生成することができる映像処理装置を提供する。
【解決手段】映像処理部５は、赤外光が投光されている
状態で被写体を撮像して受光素子における所定の領域か
ら得た画素データから所定の色用の画素データを生成す
る中間モードで前記所定の色用の画素データを生成する
。映像処理部５は、赤外光が投光されている状態で被写
体を撮像して受光素子における前記所定の領域よりも広
い領域から得た画素データから前記所定の色用の画素デ
ータを生成する暗視モードで前記所定の色用の画素デー
タを生成する。モード切換部７２は、映像出力部５が中
間モードによって生成された映像信号を出力する状態と
、暗視モードによって生成された映像信号を出力する状
態とを条件に応じて切り換える。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における所定の領域から得た
画素データから所定の色用の画素データを生成する中間モードで前記所定の色用の画素デ
ータを生成する手段と、
　赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における前記所定の領域より
も広い領域から得た画素データから前記所定の色用の画素データを生成する暗視モードで
前記所定の色用の画素データを生成する手段と
　を有する映像処理部と、
　映像出力部が前記中間モードによって生成された映像信号を出力する状態と、映像出力
部が前記暗視モードによって生成された映像信号を出力する状態とを、条件に応じて切り
換えるモード切換部と
　を備えることを特徴とする映像処理装置。
【請求項２】
　前記赤外光は、前記所定の色に対応付けられた所定の波長を有する赤外光である、
　ことを特徴とする請求項１記載の映像処理装置。
【請求項３】
　前記広い領域は前記所定の領域を含む領域である、
　ことを特徴とする請求項１または２に記載の映像処理装置。
【請求項４】
　前記所定の領域は前記所定の色のカラーフィルタに対応する領域である、
　ことを特徴とする請求項１～３のいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項５】
　前記広い領域は、前記所定の色のカラーフィルタに対応する領域と、前記所定の色以外
の色のカラーフィルタに対応する領域とを含む領域である、
　ことを特徴とする請求項１～４のいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項６】
　前記中間モードは、
　赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第１の領域から得た
画素データから赤色用の画素データを生成し、
　赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第２の領域から得た
画素データから緑色用の画素データを生成し、
　赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第３の領域から得た
画素データから青色用の画素データを生成する、モードである、
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項７】
　前記暗視モードは、
　赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第４の領域から得た
画素データから赤色用の画素データを生成し、
　赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第５の領域から得た
画素データから緑色用の画素データを生成し、
　赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第６の領域から得た
画素データから青色用の画素データを生成する、モードであり、
　前記第４の領域は前記第１の領域よりも広い領域であり、
　前記第５の領域は前記第２の領域よりも広い領域であり、
　前記第６の領域は前記第３の領域よりも広い領域である、
　ことを特徴とする請求項６記載の映像処理装置。
【請求項８】
　前記中間モードは、
　第１の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第１の領域か
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ら得た画素データと、第２の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子に
おける第１の領域から得た画素データと、第３の赤外光が投光されている状態で被写体を
撮像して受光素子における第１の領域から得た画素データとから赤色用の画素データを生
成し、
　第１の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第２の領域か
ら得た画素データと、第２の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子に
おける第２の領域から得た画素データと、第３の赤外光が投光されている状態で被写体を
撮像して受光素子における第２の領域から得た画素データとから緑色用の画素データを生
成し、
　第１の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第３の領域か
ら得た画素データと、第２の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子に
おける第３の領域から得た画素データと、第３の赤外光が投光されている状態で被写体を
撮像して受光素子における第３の領域から得た画素データとから青色用の画素データを生
成する、モードであり、
　前記暗視モードは、
　第１の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第４の領域か
ら得た画素データと、第２の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子に
おける第４の領域から得た画素データと、第３の赤外光が投光されている状態で被写体を
撮像して受光素子における第４の領域から得た画素データとから赤色用の画素データを生
成し、
　第１の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第５の領域か
ら得た画素データと、第２の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子に
おける第５の領域から得た画素データと、第３の赤外光が投光されている状態で被写体を
撮像して受光素子における第５の領域から得た画素データとから緑色用の画素データを生
成し、
　第１の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第６の領域か
ら得た画素データと、第２の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子に
おける第６の領域から得た画素データと、第３の赤外光が投光されている状態で被写体を
撮像して受光素子における第６の領域から得た画素データとから青色用の画素データを生
成する、モードであり、
　前記第４の領域は前記第１の領域よりも広い領域であり、
　前記第５の領域は前記第２の領域よりも広い領域であり、
　前記第６の領域は前記第３の領域よりも広い領域である、
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項９】
　前記中間モードは、
　第１の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第１の領域か
ら得た画素データから赤色用の画素データを生成し、
　第２の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第２の領域か
ら得た画素データから緑色用の画素データを生成し、
　第３の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第３の領域か
ら得た画素データから青色用の画素データを生成する、モードであり、
　前記暗視モードは、
　第１の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第４の領域か
ら得た画素データから赤色用の画素データを生成し、
　第２の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第５の領域か
ら得た画素データから緑色用の画素データを生成し、
　第３の赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における第６の領域か
ら得た画素データから青色用の画素データを生成する、モードであり、
　前記第４の領域は前記第１の領域よりも広い領域であり、
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　前記第５の領域は前記第２の領域よりも広い領域であり、
　前記第６の領域は前記第３の領域よりも広い領域である、
　ことを特徴とする請求項１～５のいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項１０】
　前記第１の赤外光は、赤色に対応付けられた第１の波長を有する赤外光であり、
　前記第２の赤外光は、緑色に対応付けられた第２の波長を有する赤外光であり、
　前記第３の赤外光は、青色に対応付けられた第３の波長を有する赤外光である、
　ことを特徴とする請求項８または９に記載の映像処理装置。
【請求項１１】
　前記第４の領域は前記第１の領域を含む領域であり、
　前記第５の領域は前記第２の領域を含む領域であり、
　前記第６の領域は前記第３の領域を含む領域である、
　ことを特徴とする請求項７～１０のいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項１２】
　前記第１の領域は、赤色のカラーフィルタに対応する領域であり、
　前記第２の領域は、緑色のカラーフィルタに対応する領域であり、
　前記第３の領域は、青色のカラーフィルタに対応する領域である、
　ことを特徴とする請求項６～１１のいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項１３】
　前記第４の領域、前記第５の領域、及び前記第６の領域のそれぞれは、赤色のカラーフ
ィルタに対応する領域と、緑色のカラーフィルタに対応する領域と、青色のカラーフィル
タに対応する領域とを含む領域である、
　ことを特徴とする請求項７～１１のいずれか１項に記載の映像処理装置。
【請求項１４】
　前記モード切換部は、前記被写体を撮像する際の周囲環境の明るさに応じて、映像出力
部が前記中間モードによって生成された映像信号を出力する状態と、映像出力部が前記暗
視モードによって生成された映像信号を出力する状態とを切り換える、
　ことを特徴とする請求項１～１３のいずれか1項に記載の映像処理装置。
【請求項１５】
　前記モード切換部は、時刻に応じて、映像出力部が前記中間モードによって生成された
映像信号を出力する状態と、映像出力部が前記暗視モードによって生成された映像信号を
出力する状態とを切り換える、
　ことを特徴とする請求項１～１４のいずれか1項に記載の映像処理装置。
【請求項１６】
　請求項１～１５のいずれか１項に記載の映像処理装置と、
　被写体を撮像する撮像部と
　を備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項１７】
　赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における所定の領域から得た
画素データから所定の色用の画素データを生成する中間モードで前記所定の色用の画素デ
ータを生成するステップと、
　赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における前記所定の領域より
も広い領域から得た画素データから前記所定の色用の画素データを生成する暗視モードで
前記所定の色用の画素データを生成するステップと、
　映像出力部が前記中間モードによって生成された映像信号を出力する状態と、映像出力
部が前記暗視モードによって生成された映像信号を出力する状態とを、条件に応じて切り
換えるステップと
　を有することを特徴とする映像処理方法。
【請求項１８】
　コンピュータを、
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　赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における所定の領域から得た
画素データから所定の色用の画素データを生成する中間モードで前記所定の色用の画素デ
ータを生成する手段と、
　赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における前記所定の領域より
も広い領域から得た画素データから前記所定の色用の画素データを生成する暗視モードで
前記所定の色用の画素データを生成する手段と
　を有する映像処理手段と、
　映像出力部が前記中間モードによって生成された映像信号を出力する状態と、映像出力
部が前記暗視モードによって生成された映像信号を出力する状態とを、条件に応じて切り
換えるモード切換手段、
　として機能させることを特徴とする映像処理プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、映像処理装置、撮像装置、映像処理方法、及び映像処理プログラムに関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、例えば夜間等の可視光がほとんどない環境下において被写体を撮像するために、
赤外線投光器によって被写体に赤外光を照射し、被写体から反射した赤外光を撮像する方
法が用いられている。この方法は、可視光を照射するライトを用いることができない場合
に有効な撮像方法である。
【０００３】
　しかしながら、この撮像方法によって被写体を撮像した映像は、モノクロ映像となる。
モノクロ映像では物体の識別が困難となることがある。可視光がない環境下でもカラー映
像を撮像することができれば、物体の識別性を向上させることができる。例えば監視カメ
ラでは、物体の識別性を向上させるために、可視光がない環境下でもカラー映像を撮像す
ることが望まれる。
【０００４】
　特許文献１には、可視光がない環境下でもカラー映像を撮像することができる撮像装置
が記載されている。特許文献１に記載されている撮像装置においても、赤外線投光器が用
いられる。監視カメラに特許文献１に記載の技術を搭載すれば、被写体をカラー映像化し
て物体の識別性を向上させることが可能となる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１１－５００４９号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　例えば、屋外において日の出前や日の入り後の薄明の時間帯、屋内において照明を非常
に暗くしている状態では、可視光がわずかに存在している。可視光がわずかに存在してい
るとはいえ、カラー映像を撮像できるほど可視光は存在していないため、被写体を撮像す
るために、上記のように、被写体に暗視撮像用の赤外光を照射することが必要となる。
【０００７】
　可視光が存在している状態で暗視撮像用の赤外光を投光すると、可視光と赤外光とが混
在した状態となる。特許文献１に記載の撮像装置は、可視光がない環境下での撮像を前提
としているため、可視光と赤外光とが混在した状態では良好なカラー映像を撮像すること
できないという問題点がある。
【０００８】
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　本発明はこのような問題点に鑑み、可視光と暗視撮像用の赤外光とが混在した状態であ
っても良好なカラー映像を撮像することができる撮像装置、可視光と暗視撮像用の赤外光
とが混在した状態であっても、撮像した映像に基づいて良好なカラー映像信号を生成する
ことができる映像処理装置、映像処理方法、及び映像処理プログラムを提供することを目
的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、上述した従来の技術の課題を解決するため、赤外光が投光されている状態で
被写体を撮像して受光素子における所定の領域から得た画素データから所定の色用の画素
データを生成する中間モードで前記所定の色用の画素データを生成する手段と、赤外光が
投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における前記所定の領域よりも広い領域
から得た画素データから前記所定の色用の画素データを生成する暗視モードで前記所定の
色用の画素データを生成する手段とを有する映像処理部と、映像出力部が前記中間モード
によって生成された映像信号を出力する状態と、映像出力部が前記暗視モードによって生
成された映像信号を出力する状態とを、条件に応じて切り換えるモード切換部とを備える
ことを特徴とする映像処理装置を提供する。
【００１０】
　また、本発明は、上述した従来の技術の課題を解決するため、上記の映像処理装置と、
被写体を撮像する撮像部とを備えることを特徴とする撮像装置を提供する。
【００１１】
　さらに、本発明は、上述した従来の技術の課題を解決するため、赤外光が投光されてい
る状態で被写体を撮像して受光素子における所定の領域から得た画素データから所定の色
用の画素データを生成する中間モードで前記所定の色用の画素データを生成するステップ
と、赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における前記所定の領域よ
りも広い領域から得た画素データから前記所定の色用の画素データを生成する暗視モード
で前記所定の色用の画素データを生成するステップと、映像出力部が前記中間モードによ
って生成された映像信号を出力する状態と、映像出力部が前記暗視モードによって生成さ
れた映像信号を出力する状態とを、条件に応じて切り換えるステップとを有することを特
徴とする映像処理方法を提供する。
【００１２】
　さらにまた、本発明は、上述した従来の技術の課題を解決するため、コンピュータを、
赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における所定の領域から得た画
素データから所定の色用の画素データを生成する中間モードで前記所定の色用の画素デー
タを生成する手段と、赤外光が投光されている状態で被写体を撮像して受光素子における
前記所定の領域よりも広い領域から得た画素データから前記所定の色用の画素データを生
成する暗視モードで前記所定の色用の画素データを生成する手段とを有する映像処理手段
と、映像出力部が前記中間モードによって生成された映像信号を出力する状態と、映像出
力部が前記暗視モードによって生成された映像信号を出力する状態とを、条件に応じて切
り換えるモード切換手段として機能させることを特徴とする映像処理プログラムを提供す
る。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明の撮像装置によれば、可視光と暗視撮像用の赤外光とが混在した状態であっても
良好なカラー映像を撮像することができる。本発明の映像処理装置、映像処理方法、及び
映像処理プログラムによれば、可視光と暗視撮像用の赤外光とが混在した状態であっても
、撮像した映像に基づいて良好なカラー映像信号を生成することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】一実施形態の撮像装置の全体的な構成を示すブロック図である。
【図２】一実施形態の撮像装置に用いられるカラーフィルタにおけるフィルタエレメント
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の配列の一例を示す図である。
【図３】一実施形態の撮像装置を構成する撮像部における３原色光の波長と相対感度との
分光感度特性を示す特性図である。
【図４】所定の物質からの３原色光の反射率にシリコンの受光感度を乗じたときの、波長
と相対検出率との関係を示す特性図である。
【図５】図１中の前信号処理部５２の具体的な構成例を示すブロック図である。
【図６】一実施形態の撮像装置が通常モードで動作しているときの露光と映像信号のフレ
ームとの関係を示す図である。
【図７】一実施形態の撮像装置が通常モードで動作しているときのデモザイク処理を説明
するための図である。
【図８】一実施形態の撮像装置が中間モード及び暗視モードで動作しているときの露光と
映像信号のフレームとの関係を示す図である。
【図９】一実施形態の撮像装置が第１中間モードで動作しているときの前信号処理を説明
するための図である。
【図１０】一実施形態の撮像装置が第１中間モードで動作しているときのデモザイク処理
を説明するための図である。
【図１１】一実施形態の撮像装置が第２中間モードで動作しているときの前信号処理を説
明するための図である。
【図１２】一実施形態の撮像装置が第２中間モードで動作しているときのデモザイク処理
を説明するための図である。
【図１３】一実施形態の撮像装置が暗視モードで動作しているときの周囲画素の加算処理
を説明するための図である。
【図１４】周囲画素の加算処理における重み付けの第１の例を示す図である。
【図１５】周囲画素の加算処理における重み付けの第２の例を示す図である。
【図１６】周囲画素の加算処理における重み付けの第３の例を示す図である。
【図１７】周囲画素の加算処理が施されたフレームを示す図である。
【図１８】一実施形態の撮像装置が第１暗視モードで動作しているときの前信号処理を説
明するための図である。
【図１９】一実施形態の撮像装置が第１暗視モードで動作しているときのデモザイク処理
を説明するための図である。
【図２０】一実施形態の撮像装置が第２暗視モードで動作しているときの前信号処理を説
明するための図である。
【図２１】一実施形態の撮像装置が第２暗視モードで動作しているときのデモザイク処理
を説明するための図である。
【図２２】一実施形態の撮像装置におけるモード切換の例を説明するための図である。
【図２３】一実施形態の撮像装置がそれぞれのモードに設定されているときの各部の状態
を示す図である。
【図２４】一実施形態の撮像装置の第１の変形例を示す部分ブロック図である。
【図２５】一実施形態の撮像装置の第２の変形例を示す部分ブロック図である。
【図２６】一実施形態の撮像装置の第３の変形例を示す部分ブロック図である。
【図２７】モード切換に関する映像信号処理方法を示すフローチャートである。
【図２８】図２７におけるステップＳ３に示す通常モードの具体的な処理を示すフローチ
ャートである。
【図２９】図２７におけるステップＳ４の中間モードの具体的な処理を示すフローチャー
トである。
【図３０】図２７におけるステップＳ５の暗視モードの具体的な処理を示すフローチャー
トである。
【図３１】モード切換に関する映像信号処理プログラムがコンピュータに実行させる処理
を示すフローチャートである。
【図３２】図３に示す分光感度特性の特徴を考察するための特性図である。
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【図３３】可視光が主の状態で赤外光が投光されたときの露光量を説明するための図であ
る。
【図３４】赤外光が主の状態で赤外光が投光されたときの露光量を説明するための図であ
る。
【図３５】可視光の量と赤外光の量との関係の判定方法の第１の例を実現する判定部の概
念的な説明図である。
【図３６】判定方法の第１の例を示すフローチャートである。
【図３７】色ゲイン制御部が判定結果に基づいて色ゲイン設定部を制御する処理を示すフ
ローチャートである。
【図３８】赤外光が主の状態で、一部の波長の赤外光の発光パワーを異ならせた赤外光が
投光されたときの露光量を説明するための図である。
【図３９】可視光の量と赤外光の量との関係の判定方法の第２の例を実現する判定部の概
念的な説明図である。
【図４０】可視光が主の状態で赤外光が投光されたときに判定部において生成される差分
値を説明するための図である。
【図４１】赤外光が主の状態で赤外光が投光されたときに判定部において生成される差分
値を説明するための図である。
【図４２】判定方法の第２の例を示すフローチャートである。
【図４３】光量の関係の判定に応じた映像信号処理方法を示すフローチャートである。
【図４４】光量の関係の判定を含む撮像装置の動作を制御する映像信号処理プログラムが
コンピュータに実行させる処理を示すフローチャートである。
【図４５】一実施形態の撮像装置がそれぞれのモードで用いる色ゲインの組を説明するた
めの図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　以下、一実施形態の撮像装置、映像信号処理方法及び映像信号処理プログラムについて
、添付図面を参照して説明する。
【００１６】
＜撮像装置の構成＞
　まず、図１を用いて、一実施形態の撮像装置の全体的な構成について説明する。図１に
示す一実施形態の撮像装置は、昼間等の可視光が十分に存在する環境下に適した通常モー
ドと、夜間等の可視光がほとんどない環境下に適した暗視モードと、可視光がわずかに存
在する環境下に適した中間モードとの３つのモードで撮像可能な撮像装置である。
【００１７】
　中間モードは、可視光が少ない環境下で、赤外線を投光しながら撮像する第１の赤外光
投光モードである。暗視モードは、可視光がさらに少ない（ほとんどない）環境下で、赤
外線を投光しながら撮像する第２の赤外光投光モードである。
【００１８】
　図１において、被写体から反射した一点鎖線にて示す光は、光学レンズ１によって集光
される。ここで、光学レンズ１には、可視光が十分に存在する環境下では可視光、可視光
がほとんどない環境下では後述する赤外線投光器９より発せられた赤外光を被写体が反射
した赤外光が入射される。
【００１９】
　可視光がわずかに存在する環境下では、光学レンズ１には、可視光と赤外線投光器９よ
り発せられた赤外光を被写体が反射した赤外光とが混在した光が入射される。
【００２０】
　図１では簡略化のため、光学レンズ１を１つのみとしているが、実際には、撮像装置は
複数の光学レンズを備える。
【００２１】
　光学レンズ１と撮像部３との間には、光学フィルタ２が設けられている。光学フィルタ
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２は、赤外線カットフィルタ２１とダミーガラス２２との２つの部分を有する。光学フィ
ルタ２は、駆動部８によって、光学レンズ１と撮像部３との間に赤外線カットフィルタ２
１を挿入した状態と、光学レンズ１と撮像部３との間にダミーガラス２２を挿入した状態
とのいずれかの状態に駆動される。
【００２２】
　撮像部３は、水平方向及び垂直方向に複数の受光素子（画素）が配列した撮像素子３１
と、それぞれの受光素子に対応して赤色（Ｒ），緑色（Ｇ），青色（Ｂ）のいずれかの色
のフィルタエレメントが配置されたカラーフィルタ３２とを有する。撮像素子３１は、Ｃ
ＣＤ（Charge Coupled Device）またはＣＭＯＳ（Complementary Metal Oxide Semicondu
ctor）でよい。
【００２３】
　カラーフィルタ３２には、一例として、図２に示すように、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色のフィル
タエレメントがベイヤ配列と称される配列で並べられている。ベイヤ配列は、Ｒ，Ｇ，Ｂ
のフィルタエレメントの所定の配列の一例である。図２において、各行のＲのフィルタエ
レメントに挟まれたＧのフィルタエレメントをＧｒ、Ｂのフィルタエレメントに挟まれた
ＧのフィルタエレメントをＧｂとしている。
【００２４】
　ベイヤ配列では、ＲのフィルタエレメントとＧｒのフィルタエレメントとが交互に配置
された水平方向の行と、ＢのフィルタエレメントとＧｂのフィルタエレメントとが交互に
配置された水平方向の行とが、垂直方向に交互に配列されている。
【００２５】
　図３は、撮像部３におけるＲ光，Ｇ光，Ｂ光の波長と相対感度との分光感度特性を示し
ている。相対感度は、最大値が１に正規化されている。撮像装置を通常モードで動作させ
るとき、可視光による良好なカラー映像を撮像するには、波長７００ｎｍ以上の赤外光を
カットする必要がある。
【００２６】
　そこで、駆動部８は、制御部７による制御に基づいて、光学レンズ１と撮像部３との間
に赤外線カットフィルタ２１を挿入するように光学フィルタ２を駆動する。
【００２７】
　図３より分かるように、撮像部３は、波長７００ｎｍ以上の赤外光の領域においても感
度を有する。そこで、撮像装置を中間モードまたは暗視モードで動作させるときには、駆
動部８は、制御部７による制御に基づいて、光学レンズ１と撮像部３との間の赤外線カッ
トフィルタ２１を外してダミーガラス２２を挿入するように光学フィルタ２を駆動する。
【００２８】
　光学レンズ１と撮像部３との間にダミーガラス２２を挿入した状態では、波長７００ｎ
ｍ以上の赤外光はカットされない。よって、撮像装置は、図３に破線の楕円で囲んだ部分
の感度を利用して、Ｒ，Ｇ，Ｂの各色情報を得ることが可能となる。ダミーガラス２２を
挿入するのは、光路長を、赤外線カットフィルタ２１を挿入した場合の光路長と同じにす
るためである。
【００２９】
　赤外線投光器９は、それぞれ、波長ＩＲ１，ＩＲ２，ＩＲ３の赤外光を投光する投光部
９１，９２，９３を有する。中間モードまたは暗視モードのとき、制御部７内の投光制御
部７１は、時分割で投光部９１～９３より波長ＩＲ１～ＩＲ３の赤外光を選択的に投光さ
せるように制御する。
【００３０】
　ところで、撮像素子３１にはシリコンウェハが用いられている。図４は、Ｒ，Ｇ，Ｂそ
れぞれの色を呈する素材に白色光を照射した場合の各波長における反射率にシリコンの受
光感度を乗じたときの、波長と相対検出率との関係を示している。図４においても、相対
検出率は、最大値が１に正規化されている。
【００３１】
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　図４に示すように、赤外光の領域において、例えば、波長７８０ｎｍにおける反射光は
Ｒ色を呈する素材の反射光との相関性が高く、波長８７０ｎｍにおける反射光はＢ色を呈
する素材の反射光との相関性が高く、波長９４０ｎｍにおける反射光はＧ色を呈する素材
の反射光との相関性が高い。
【００３２】
　そこで、本実施形態においては、投光部９１，９２，９３が投光する赤外光の波長ＩＲ
１，ＩＲ２，ＩＲ３を、７８０ｎｍ，９４０ｎｍ，８７０ｎｍとする。これらの波長は、
波長ＩＲ１～ＩＲ３の一例であり、７８０ｎｍ，９４０ｎｍ，８７０ｎｍ以外でもよい。
【００３３】
　投光部９１が波長ＩＲ１の赤外光を被写体に照射し、被写体から反射した光を撮像した
映像信号をＲ信号に割り当てる。投光部９３が波長ＩＲ２の赤外光を被写体に照射し、被
写体から反射した光を撮像した映像信号をＧ信号に割り当てる。投光部９２が波長ＩＲ３
の赤外光を被写体に照射し、被写体から反射した光を撮像した映像信号をＢ信号に割り当
てる。
【００３４】
　このようにすれば、原理的に、中間モードまたは暗視モードにおいても、通常モードに
おいて可視光が存在する環境下で被写体を撮像した場合と同様の色を再現することができ
る。
【００３５】
　色味が被写体の実際の色味と異なるカラー映像となるものの、７８０ｎｍの波長ＩＲ１
をＲ光、８７０ｎｍの波長ＩＲ３をＧ光、９４０ｎｍの波長ＩＲ２をＢ光に割り当てても
よい。波長ＩＲ１，ＩＲ２，ＩＲ３をＲ光，Ｇ光，Ｂ光に任意に割り当てることも可能で
ある。
【００３６】
　本実施形態においては、被写体の色味を最もよく再現する、波長ＩＲ１，ＩＲ２，ＩＲ
３をそれぞれＲ光，Ｇ光，Ｂ光に割り当てることとする。
【００３７】
　制御部７は、撮像部３における撮像と、映像処理部５内の各部と、映像出力部６とを制
御する。撮像部３によって撮像された撮像信号はＡ／Ｄ変換器４によってＡ／Ｄ変換され
、映像処理部５に入力される。映像処理部５の内部構成及び動作は後述する。
【００３８】
　映像出力部６は、後述するＲ，Ｇ，Ｂの３原色データのそれぞれに所定の色ゲインを乗
じる色ゲイン設定部６２を有する。色ゲイン設定部６２の詳細な動作は後述する。色ゲイ
ン設定部６２を映像処理部５内に設けてもよい。
【００３９】
　撮像部３とＡ／Ｄ変換器４とが一体化されていてもよい。映像処理部５と制御部７とが
一体化されていてもよい。
【００４０】
　制御部７は、通常モードと中間モードと暗視モードとを切り換えるモード切換部７２を
備える。モード切換部７２は、通常モードと中間モードと暗視モードとに対応させて、映
像処理部５内の動作を後述のように適宜切り換える。
【００４１】
　制御部７は、周囲環境の可視光の量と赤外光の量との関係を判定する判定部７８と、色
ゲイン設定部６２によって３原色データに乗じる色ゲインを異ならせるように制御する色
ゲイン制御部７９とを備える。ここでいう赤外光とは、赤外線投光器９によって投光され
、それが被写体によって反射されたものが大部分である。
【００４２】
　判定部７８は、例えば、可視光の量が赤外光の量と比較して多く、可視光が主で赤外光
が従ある状態と、赤外光の量が可視光の量と比較して多く、赤外光が主で可視光が従ある
状態とのいずれであるかを判定すればよい。判定部７８は、可視光の量と赤外光の量との
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関係を具体的な光量の比を算出することによって、周囲環境の可視光の量と赤外光の量と
の関係を判定してもよい。
【００４３】
　ここでいう光量の比とは、可視光の量と赤外光の量との比そのものでなくてもよく、周
囲環境の可視光の量と赤外光の量との関係（比率等）に応じて変化する数値であればよい
。
【００４４】
　このような数値を算出することで周囲環境の可視光の量と赤外光の量との関係を判定す
る場合は、必ずしもどちらが主でどちらが従であるかということまで判定しなくてもよい
。以下、便宜的に、周囲環境の可視光の量と赤外光の量との関係のことを単に「主従関係
」と称する場合がある。
【００４５】
　色ゲイン制御部７９は、判定部７８によって判定された、周囲環境の可視光の量と赤外
光の量との関係に従って、色ゲイン設定部６２によって３原色データに乗じる色ゲインを
異ならせるように制御する。
【００４６】
　映像処理部５は、スイッチ５１，５３と、前信号処理部５２と、デモザイク処理部５４
とを有する。スイッチ５１，５３は物理的なスイッチであってもよく、前信号処理部５２
の動作と不動作とを切り換えるための概念的なスイッチであってもよい。制御部７には、
撮像している映像の明るさを検出するために、映像処理部５から映像信号が入力される。
【００４７】
　前信号処理部５２に入力される映像データは判定部７８にも入力される。判定部７８は
、前信号処理部５２に入力される映像データに基づいて光量の主従関係を判定する。
【００４８】
　判定部７８の機能を前信号処理部５２に設けてもよい。この場合、判定部７８の機能を
有する前信号処理部５２は、光量の主従関係の判定結果を色ゲイン制御部７９に伝える。
【００４９】
　図５に示すように、前信号処理部５２は、周囲画素加算部５２１と、同一位置画素加算
部５２２と、合成部５２３とを有する。
【００５０】
　映像処理部５は、Ｒ，Ｇ，Ｂの３原色データを生成して、映像出力部６に供給する。映
像出力部６は、３原色データを所定の形式で図示していない表示部等へと出力する。
【００５１】
　映像出力部６は、Ｒ，Ｇ，Ｂ信号をそのまま出力してもよいし、Ｒ，Ｇ，Ｂ信号を輝度
信号と色信号（または色差信号）に変換して出力してもよい。映像出力部６は、コンポジ
ット映像信号を出力してもよい。映像出力部６は、デジタル信号の映像信号を出力しても
よいし、Ｄ／Ａ変換器によってアナログ信号に変換した映像信号を出力してもよい。
【００５２】
　色ゲイン設定部６２は、映像処理部５より所定の形式の映像信号を出力する際、ホワイ
トバランスを調整するために、Ｒ，Ｇ，Ｂの３原色データのそれぞれに所定の色ゲインを
乗じる。ここではホワイトバランスを調整するために３原色データに色ゲインを乗じると
したが、所定の色温度の映像を再現するために色ゲインを乗じてもよい。
【００５３】
　色ゲイン設定部６２は、Ｒ，Ｇ，Ｂの３原色データに乗じる色ゲインの組を少なくとも
２組保持している。１つの組の色ゲインともう１つの組の色ゲインとは、Ｒ，Ｇ，Ｂのデ
ータに対する色ゲインが全て異なっている。
【００５４】
　色ゲイン設定部６２は、モード切換部７２によって撮像装置が中間モードに設定されて
いるとき、色ゲイン制御部７９による制御によって、３原色データに乗じる色ゲインの組
を選択する。色ゲイン設定部６２は、選択した組の色ゲインを３原色データに乗じる。
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【００５５】
　色ゲイン設定部６２は、モード切換部７２によって撮像装置が通常モードと暗視モード
に設定されているとき、通常モードと暗視モードとで異なるそれぞれ固定の組の色ゲイン
を３原色データに乗じる。
【００５６】
　以下、通常モードと中間モードと暗視モードとのそれぞれの具体的な動作について説明
する。
【００５７】
＜通常モード＞
　通常モードでは、制御部７は、駆動部８によって、光学レンズ１と撮像部３との間に赤
外線カットフィルタ２１を挿入させる。投光制御部７１は、赤外線投光器９による赤外光
の投光をオフにする。
【００５８】
　撮像部３によって撮像された撮像信号は、Ａ／Ｄ変換器４によってデジタル信号である
映像データに変換されて、映像処理部５に入力される。通常モードでは、モード切換部７
２は、スイッチ５１，５３を端子Ｔｂに接続するように制御する。
【００５９】
　図６の（ａ）は、撮像部３の露光Ｅｘ１，Ｅｘ２，Ｅｘ３…を示している。実際には露
光時間はシャッタスピード等の条件によって変化するが、ここでは露光Ｅｘ１，Ｅｘ２，
Ｅｘ３は最大露光時間を示している。
【００６０】
　図６の（ｂ）は、それぞれの映像信号のフレームが得られるタイミングを示している。
露光Ｅｘ１の前の図示していない露光に基づいて、所定時間後に映像信号のフレームＦ０
が得られる。露光Ｅｘ１に基づいて、所定時間後に映像信号のフレームＦ１が得られる。
露光Ｅｘ２に基づいて、所定時間後に映像信号のフレームＦ２が得られる。露光Ｅｘ３以
降も同様である。映像信号のフレーム周波数を、例えば３０フレーム／秒とする。
【００６１】
　映像信号のフレーム周波数は、ＮＴＳＣ方式であれば３０フレーム／秒または６０フレ
ーム／秒、ＰＡＬ方式であれば２５フレーム／秒または５０フレーム／秒のように適宜設
定すればよい。また、映像信号のフレーム周波数は、映画で使われている２４フレーム／
秒であってもよい。
【００６２】
　Ａ／Ｄ変換器４より出力された各フレームの映像データは、スイッチ５１，５３を介し
てデモザイク処理部５４に入力される。デモザイク処理部５４は、入力された各フレーム
の映像データにデモザイク処理を施す。映像処理部５は、デモザイク処理の他の各種の映
像処理を施して、Ｒ，Ｇ，Ｂの３原色データを出力する。
【００６３】
　図７を用いて、デモザイク処理部５４におけるデモザイク処理について説明する。図７
において、（ａ）は映像データの任意のフレームＦｍを示している。フレームＦｍは、有
効映像期間の画素によって構成されたフレームである。映像データの画素数は、例えばＶ
ＧＡ規格では水平６４０画素、垂直４８０画素である。ここでは簡略化のため、フレーム
Ｆｍの画素数を大幅に少なくして、フレームＦｍを概念的に示している。
【００６４】
　ベイヤ配列の撮像部３を用いて生成された映像データは、フレームＦｍ内で、Ｒ，Ｇ，
Ｂの画素データが混在したデータである。デモザイク処理部５４は、Ｒの画素データが存
在しない画素位置のＲの画素データを周囲のＲの画素データを用いて算出したＲの補間画
素データＲｉを生成する。デモザイク処理部５４は、図７の（ｂ）に示す１フレームの全
画素がＲの画素データよりなるＲフレームＦｍＲを生成する。
【００６５】
　デモザイク処理部５４は、Ｇの画素データが存在しない画素位置のＧの画素データを周
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囲のＧの画素データを用いて算出したＧの補間画素データＧｉを生成する。デモザイク処
理部５４は、図７の（ｃ）に示す１フレームの全画素がＧの画素データよりなるＧフレー
ムＦｍＧを生成する。
【００６６】
　デモザイク処理部５４は、Ｂの画素データが存在しない画素位置のＢの画素データを周
囲のＢの画素データを用いて算出したＢの補間画素データＢｉを生成する。デモザイク処
理部５４は、図７の（ｄ）に示す１フレームの全画素がＢの画素データよりなるＢフレー
ムＦｍＢを生成する。
【００６７】
　デモザイク処理部５４は、Ｒの画素データを補間する際には少なくともＲの画素データ
を用いればよく、Ｇの画素データを補間する際には少なくともＧの画素データを用いれば
よく、Ｂの画素データを補間する際には少なくともＢの画素データを用いればよい。デモ
ザイク処理部５４は、補間精度を向上させるために、Ｒ，Ｇ，Ｂの画素データを補間する
際に、生成しようとする補間画素データの色とは異なる他の色の画素データを用いてもよ
い。
【００６８】
　撮像部３には、有効映像期間より外側の画素も存在しているため、フレームＦｍの上下
左右端部に位置する画素においても、Ｒ，Ｇ，Ｂの画素データを補間することができる。
【００６９】
　デモザイク処理部５４によって生成されたＲフレームＦｍＲ，ＧフレームＦｍＧ，Ｂフ
レームＦｍＢがＲ，Ｇ，Ｂの３原色データとして出力される。図７では、理解を容易にす
るため、Ｒ，Ｇ，Ｂの画素データをフレーム単位で説明したが、実際には、Ｒ，Ｇ，Ｂの
画素データは画素ごとに順次出力される。
【００７０】
＜中間モード：第１中間モード＞
　中間モード（第１中間モード及び後述する第２中間モード）では、制御部７は、駆動部
８によって、光学レンズ１と撮像部３との間にダミーガラス２２を挿入させる。投光制御
部７１は、赤外線投光器９による赤外光の投光をオンにする。モード切換部７２は、スイ
ッチ５１，５３を端子Ｔａに接続するように制御する。
【００７１】
　図８の（ａ）は、赤外線投光器９による赤外光の投光の状態を示している。制御部７は
、通常モードの１フレーム期間を１／３ずつに分け、例えば投光部９１，９２，９３の順
に赤外光を投光させるように制御する。
【００７２】
　図８の（ａ）に示す例では、１フレームの最初の１／３の期間では、波長ＩＲ１（７８
０ｎｍ）の赤外光が被写体に照射される。１フレームの次の１／３の期間では、波長ＩＲ
２（９４０ｎｍ）の赤外光が被写体に照射される。１フレームの最後の１／３の期間では
、波長ＩＲ３（８７０ｎｍ）の赤外光が被写体に照射される。波長ＩＲ１～ＩＲ３の赤外
光を投光する順番は任意である。但し、次の理由により、波長ＩＲ２が中央である、例え
ば波長ＩＲ１，ＩＲ２，ＩＲ３の順が最もよい。
【００７３】
　中間モード及び暗視モードでは、後に詳述するように、波長ＩＲ１，ＩＲ２，ＩＲ３そ
れぞれの赤外光を投光した状態で撮像部３が生成した３回の撮像信号に基づいて、１フレ
ームの映像信号が生成される。よって、動きのある被写体を撮像したときには、色ずれや
輪郭ぼけが発生する場合がある。
【００７４】
　一般的に、Ｒ，Ｇ，Ｂ信号においては、Ｇ信号が輝度信号に対する影響度が最も大きい
。そこで、Ｇ信号に割り当てた映像信号（撮像信号）を生成するための波長ＩＲ２の赤外
光を中央として、その前後に波長ＩＲ１，ＩＲ３の赤外光を投光する順番とするのがよい
。
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【００７５】
　図８の（ｂ）に示すように、波長ＩＲ１の赤外光を投光しているタイミングでは、撮像
部３はＲ光との相関性が高い露光Ex1Rが行われる。波長ＩＲ２の赤外光を投光しているタ
イミングでは、撮像部３はＧ光との相関性が高い露光Ex1Gが行われる。波長ＩＲ３の赤外
光を投光しているタイミングでは、撮像部３はＢ光との相関性が高い露光Ex1Bが行われる
。
【００７６】
　但し、中間モードでは、可視光がわずかに存在する環境下での撮像であるため、可視光
と赤外線投光器９より投光された赤外光とが混在した状態である。よって、中間モードに
おいては、露光Ex1R，Ex1G，Ex1B，Ex2R，Ex2G，Ex2B…は、可視光による露光と赤外光に
よる露光とを合わせた露光となる。
【００７７】
　図８の（ｃ）に示すように、露光Ex1R，Ex1G，Ex1Bに基づいて、所定時間後に、露光Ex
1Rに対応したフレームF1IR1、露光Ex1Gに対応したフレームF1IR3、露光Ex1Bに対応したフ
レームF1IR2が得られる。
【００７８】
　また、露光Ex2R，Ex2G，Ex2Bに基づいて、所定時間後に、露光Ex2Rに対応したフレーム
F2IR1、露光Ex2Gに対応したフレームF2IR3、露光Ex2Bに対応したフレームF2IR2が得られ
る。露光Ex3R，Ex3G，Ex3B以降も同様である。
【００７９】
　図８の（ｃ）の撮像信号のフレーム周波数は、９０フレーム／秒である。中間モードで
は、通常モードにおける映像信号の１フレームを時分割して波長ＩＲ１～ＩＲ３の赤外光
を投光するため、通常モードと同じ形式の映像信号を出力するためには、図８の（ｃ）の
撮像信号のフレーム周波数は、通常モードにおけるフレーム周波数の３倍となる。
【００８０】
　後述するように、図８の（ｃ）の３フレームの撮像信号に基づいて、図８の（ｄ）に示
す３０フレーム／秒のフレーム周波数を有する映像信号の１フレームが生成される。例え
ば、フレームF1IR1，F1IR2，F1IR3に基づいてフレームF1IRが生成され、フレームF2IR1，
F2IR2，F2IR3に基づいてフレームF2IRが生成される。
【００８１】
　図８の（ｃ）の３フレームの撮像信号に基づいて、図８の（ｄ）の各フレームの映像信
号を生成する中間モードでの動作を具体的に説明する。
【００８２】
　Ａ／Ｄ変換器４より出力された図８の（ｃ）に示す撮像信号に対応する各フレームの映
像データは、スイッチ５１を介して前信号処理部５２に入力される。
【００８３】
　図９を用いて、前信号処理部５２における前信号処理について説明する。図９の（ａ）
は、波長ＩＲ１の赤外光を投光しているタイミングで生成された映像データの任意のフレ
ームFmIR1を示している。フレームFmIR1内のＲ，Ｂ，Ｇｒ，Ｇｂの画素データには、波長
ＩＲ１の赤外光を投光した状態で生成されたことを示す添え字１を付している。
【００８４】
　図９の（ｂ）は、波長ＩＲ２の赤外光を投光しているタイミングで生成された映像デー
タの任意のフレームFmIR2を示している。フレームFmIR2内のＲ，Ｂ，Ｇｒ，Ｇｂの画素デ
ータには、波長ＩＲ２の赤外光を投光した状態で生成されたことを示す添え字２を付して
いる。
【００８５】
　図９の（ｃ）は、波長ＩＲ３の赤外光を投光しているタイミングで生成された映像デー
タの任意のフレームFmIR3を示している。フレームFmIR3内のＲ，Ｂ，Ｇｒ，Ｇｂの画素デ
ータには、波長ＩＲ３の赤外光を投光した状態で生成されたことを示す添え字３を付して
いる。
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【００８６】
　図９の（ａ）に示すフレームFmIR1は、Ｒ光との相関性が高い波長ＩＲ１の赤外光が投
光された状態で生成された映像データであるので、Ｒの画素データは投光された赤外光と
対応した画素データであり、Ｂ，Ｇの画素データは投光された赤外光と対応していない画
素データである。Ｂ，Ｇｒ，Ｇｂの画素データに付しているハッチングは、投光された赤
外光と対応していない画素データであることを意味する。
【００８７】
　図９の（ｂ）に示すフレームFmIR2は、Ｇ光との相関性が高い波長ＩＲ２の赤外光が投
光された状態で生成された映像データであるので、Ｇの画素データは投光された赤外光と
対応した画素データであり、Ｒ，Ｂの画素データは投光された赤外光と対応していない画
素データである。Ｒ，Ｂの画素データに付しているハッチングは、投光された赤外光と対
応していない画素データであることを意味する。
【００８８】
　図９の（ｃ）に示すフレームFmIR3は、Ｂ光との相関性が高い波長ＩＲ３の赤外光が投
光された状態で生成された映像データであるので、Ｂの画素データは投光された赤外光と
対応した画素データであり、Ｒ，Ｇの画素データは投光された赤外光と対応していない画
素データである。Ｒ，Ｇｒ，Ｇｂの画素データに付しているハッチングは、投光された赤
外光と対応していない画素データであることを意味する。
【００８９】
　前信号処理部５２内の同一位置画素加算部５２２は、互いに同じ画素位置のＲ，Ｇｒ，
Ｇｂ，Ｂの画素データを以下の式（１）～（３）に従って個別に加算して、加算画素デー
タR123，Gr123，Gb123，B123を生成する。中間モードでは、前信号処理部５２内の周囲画
素加算部５２１は不動作である。
【００９０】
　R123=ka×R1+kb×R2 +kc×R3　　…（１）
　G123=kd×G1+ke×G2+kf×G3　　…（２）
　B123=kg×B1+kh×B2+ki×B3　　…（３）
【００９１】
　式（１）～（３）において、R1，G1，B1はフレームFmIR1におけるＲ，Ｇ，Ｂの画素デ
ータ、R2，G2，B2はフレームFmIR2におけるＲ，Ｇ，Ｂの画素データ、R3，G3，B3はフレ
ームFmIR3におけるＲ，Ｇ，Ｂの画素データである。ka～kiは所定の係数である。式（２
）におけるG123はGr123またはGb123である。
【００９２】
　このとき、同一位置画素加算部５２２は、ハッチングを付していないＲ，Ｇｒ，Ｇｂ，
Ｂのそれぞれの画素データに、ハッチングを付した同じ画素位置のＲ，Ｇｒ，Ｇｂ，Ｂの
画素データそれぞれを加算する。
【００９３】
　即ち、同一位置画素加算部５２２は、式（１）に基づいて、フレームFmIR1におけるＲ
の画素データに、フレームFmIR2，FmIR3における同じ画素位置のＲの画素データを加算し
て、加算画素データR123を生成する。つまり、受光素子における赤色のカラーフィルタに
対応する領域の画素データだけを用いて赤色用の加算画素データR123を生成する。
【００９４】
　同一位置画素加算部５２２は、式（２）に基づいて、フレームFmIR2におけるＧｒ，Ｇ
ｂの画素データに、フレームFmIR1，FmIR3における同じ画素位置のＧｒ，Ｇｂの画素デー
タを加算して、加算画素データG123を生成する。つまり、受光素子における緑色のカラー
フィルタに対応する領域の画素データだけを用いて緑色用の加算画素データG123を生成す
る。
【００９５】
　同一位置画素加算部５２２は、式（３）に基づいて、フレームFmIR3におけるＢの画素
データに、フレームFmIR1，FmIR2における同じ画素位置のＢの画素データを加算して、加
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算画素データB123を生成する。つまり、受光素子における青色のカラーフィルタに対応す
る領域の画素データだけを用いて青色用の加算画素データB123を生成する。
【００９６】
　前信号処理部５２内の合成部５２３は、それぞれの画素位置において生成された加算画
素データR123，Gr123，Gb123，B123に基づいて、図９の（ｄ）に示す合成映像信号のフレ
ームFmIR123を生成する。
【００９７】
　具体的には、合成部５２３は、フレームFmIR1における加算画素データR123と、フレー
ムFmIR2における加算画素データGr123，Gb123と、フレームFmIR3における加算画素データ
B123とを選択して合成する。これによって合成部５２３は、合成映像信号のフレームFmIR
123を生成する。
【００９８】
　このように、合成部５２３は、カラーフィルタ３２におけるフィルタエレメントの配列
と同じ配列となるように、加算画素データR123，Gr123，Gb123，B123を配列させたフレー
ムFmIR123を生成する。
【００９９】
　第１中間モードにおいては、ハッチングを付していない画素データと、ハッチングを付
した画素データとを用いて、フレームFmIR123の映像データを生成する。
【０１００】
　同一位置画素加算部５２２によって互いに同じ画素位置の画素データを加算するのは、
次の理由による。中間モードではわずかではあるものの可視光が存在する環境下での撮像
であるため、ハッチングを付した画素データは可視光による露光に基づくそれぞれの色の
成分を含む。よって、同じ画素位置の画素データを加算することによって、それぞれの色
の感度を上げることができる。
【０１０１】
　可視光と赤外光とが混在している状況で可視光が比較的多ければ、可視光による露光が
支配的となる。この場合、フレームFmIR123の映像データは、可視光によって露光した映
像信号に基づく成分が主となる。可視光と赤外光とが混在している状況で赤外光が比較的
多ければ、赤外光による露光が支配的となる。この場合、フレームFmIR123の映像データ
は、赤外光によって露光した映像信号に基づく成分が主となる。
【０１０２】
　可視光が比較的少ない場合には、式（１）において、係数ka，kb，kcの大小関係を、ka
>kb，kcとし、式（２）において、係数kd，ke，kfの大小関係を、kf>kd，keとし、式（３
）において、係数kg，kh，kiの大小関係を、kh>kg，kiとするのがよい。これは、波長Ｉ
Ｒ１はＲ光との相関性が高く、波長ＩＲ２はＧ光との相関性が高く、波長ＩＲ３はＢ光と
の相関性が高いからである。
【０１０３】
　このようにすれば、Ｒの画素データではフレームFmIR1におけるＲの画素データ、Ｇの
画素データではフレームFmIR2におけるＧの画素データ、Ｂの画素データではフレームFmI
R3におけるＢの画素データを主とすることができる。
【０１０４】
　前信号処理部５２より出力されたフレームFmIR123の映像データは、スイッチ５３を介
してデモザイク処理部５４に入力される。デモザイク処理部５４は、通常モードと同様に
、入力されたフレームFmIR123の映像データにデモザイク処理を施す。映像処理部５は、
デモザイク処理の他の各種の映像処理を施して、Ｒ，Ｇ，Ｂの３原色データを出力する。
【０１０５】
　図１０を用いて、デモザイク処理部５４におけるデモザイク処理について説明する。図
１０の（ａ）は、フレームFmIR123を示している。デモザイク処理部５４は、Ｒの画素デ
ータが存在しない画素位置のＲの画素データを周囲のＲの画素データを用いて演算して、
Ｒの補間画素データR123iを生成する。デモザイク処理部５４は、図１０の（ｂ）に示す
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１フレームの全画素がＲの画素データよりなるＲフレームFmIR123Rを生成する。
【０１０６】
　デモザイク処理部５４は、Ｇの画素データが存在しない画素位置のＧの画素データを周
囲のＧの画素データを用いて演算して、Ｇの補間画素データG123iを生成する。デモザイ
ク処理部５４は、図１０の（ｃ）に示す１フレームの全画素がＧの画素データよりなるＧ
フレームFmIR123Gを生成する。
【０１０７】
　デモザイク処理部５４は、Ｂの画素データが存在しない画素位置のＢの画素データを周
囲のＢの画素データを用いて演算して、Ｂの補間画素データB123iを生成する。デモザイ
ク処理部５４は、図１０の（ｄ）に示す１フレームの全画素がＢの画素データよりなるＢ
フレームFmIR123Bを生成する。
【０１０８】
　通常モードにおける図７に示すデモザイク処理部５４の動作と、中間モードにおける図
１０に示すデモザイク処理部５４の動作とを比較すれば分かるように、両者は実質的に同
じである。デモザイク処理部５４の動作は、通常モードであっても中間モードであっても
変わらない。
【０１０９】
　通常モードでは前信号処理部５２を不動作とし、中間モードでは、周囲画素加算部５２
１を除き、前信号処理部５２を動作させればよい。通常モードと中間モードとで、映像処
理部５におけるデモザイク処理部５４等の信号処理部を共用させることができる。
【０１１０】
＜中間モード：第２中間モード＞
　図１１及び図１２を用いて、第２中間モードにおける動作を説明する。第２中間モード
における動作において、第１中間モードにおける動作と同一部分は説明を省略する。図１
１の（ａ）～（ｃ）のフレームFmIR1，FmIR2，FmIR3は、図９の（ａ）～（ｃ）のフレー
ムFmIR1，FmIR2，FmIR3と同じである。
【０１１１】
　合成部５２３は、フレームFmIR1におけるＲの画素データであるR1と、フレームFmIR2に
おけるＧの画素データであるGr2，Gb2と、フレームFmIR3におけるＢの画素データであるB
3とを選択して合成する。これによって合成部５２３は、図１１の（ｄ）に示す合成映像
信号のフレームFmIR123’を生成する。
【０１１２】
　即ち、フレームFmIR123’は、フレームFmIR1，FmIR3，FmIR2におけるハッチングを付し
ていないＲ，Ｇｒ，Ｇｂ，Ｂの画素データを１フレームに集結させた映像データである。
【０１１３】
　つまり、フレームFmIR123’においては、波長ＩＲ１の赤外光を投光した状態における
赤色のカラーフィルタに対応する領域の画素データだけを用いた赤色用の画素データ、波
長ＩＲ２の赤外光を投光した状態における緑色のカラーフィルタに対応する領域の画素デ
ータだけを用いた緑色用の画素データ、波長ＩＲ３の赤外光を投光した状態における青色
のカラーフィルタに対応する領域の画素データだけを用いた青色用の画素データとなって
いる。
【０１１４】
　このように、合成部５２３は、カラーフィルタ３２におけるフィルタエレメントの配列
と同じ配列となるように、画素データR1，Gr2，Gb2，B3を配列させたフレームFmIR123’
を生成する。
【０１１５】
　第２中間モードでは、同一位置画素加算部５２２は、式（１）における係数kaを１、係
数kb，kcを０とし、式（２）における係数keを１、係数kd，kfを０とし、式（３）におけ
る係数kiを１、係数kg，khを０とする。
【０１１６】
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　これによって、フレームFmIR1におけるＲの画素データと、フレームFmIR2におけるＧｒ
，Ｇｂの画素データと、フレームFmIR3におけるＢの画素データは、それぞれそのままの
値となる。
【０１１７】
　よって、合成部５２３は、第１中間モードにおける動作と同様に、フレームFmIR1にお
けるＲの画素データと、フレームFmIR2におけるＧｒ，Ｇｂの画素データと、フレームFmI
R3におけるＢの画素データを選択すれば、フレームFmIR123’を生成することができる。
【０１１８】
　第２中間モードにおいては、前信号処理部５２は、画素データの色と同じ色の画素デー
タを生成するための赤外光が投光された状態で生成された画素データ（ハッチングを付し
ていない画素データ）のみ用いて、フレームFmIR123’の映像データを生成する。
【０１１９】
　第２中間モードによれば、第１中間モードよりも感度や色の再現性は低下するものの、
演算処理を簡略化したり、フレームメモリを削減したりすることができる。
【０１２０】
　図１２を用いて、デモザイク処理部５４におけるデモザイク処理について説明する。図
１２の（ａ）は、フレームFmIR123’を示している。デモザイク処理部５４は、Ｒの画素
データが存在しない画素位置のＲの画素データを周囲のＲの画素データを用いて演算して
、Ｒの補間画素データＲ１ｉを生成する。デモザイク処理部５４は、図１２の（ｂ）に示
す１フレームの全画素がＲの画素データよりなるＲフレームFmIR123’Rを生成する。
【０１２１】
　デモザイク処理部５４は、Ｇの画素データが存在しない画素位置のＧの画素データを周
囲のＧの画素データを用いて演算して、Ｇの補間画素データＧ２ｉを生成する。デモザイ
ク処理部５４は、図１２の（ｃ）に示す１フレームの全画素がＧの画素データよりなるＧ
フレームFmIR123’Gを生成する。
【０１２２】
　デモザイク処理部５４は、Ｂの画素データが存在しない画素位置のＢの画素データを周
囲のＢの画素データを用いて演算して、Ｂの補間画素データＢ３ｉを生成する。デモザイ
ク処理部５４は、図１２の（ｄ）に示す１フレームの全画素がＢの画素データよりなるＢ
フレームFmIR123’Bを生成する。
【０１２３】
　以上のように、中間モードにおいては、受光素子における赤色のカラーフィルタに対応
する領域から得た画素データから赤色用の画素データを生成し、受光素子における緑色の
カラーフィルタに対応する領域から得た画素データから緑色用の画素データを生成し、受
光素子における青色のカラーフィルタに対応する領域から得た画素データから青色用の画
素データを生成する。
【０１２４】
＜暗視モード：第１暗視モード＞
　暗視モード（第１暗視モード及び後述する第２暗視モード）では、中間モードと同様、
制御部７は、駆動部８によって、光学レンズ１と撮像部３との間にダミーガラス２２を挿
入させる。投光制御部７１は、赤外線投光器９による赤外光の投光をオンにする。モード
切換部７２は、スイッチ５１，５３を端子Ｔａに接続するように制御する。
【０１２５】
　暗視モードにおける概略的な動作は、図８と同じである。但し、暗視モードでは、可視
光がほとんど存在しない環境下での撮像であるため、図８の（ｂ）における露光Ex1R，Ex
1G，Ex1B，Ex2R，Ex2G，Ex2B…は、赤外光のみによる露光を想定している。
【０１２６】
　可視光がほとんど存在せず赤外光のみが存在している環境下では、カラーフィルタ３２
におけるそれぞれのフィルタエレメントの特性には差がなくなるため、撮像部３を単色の
撮像素子とみなすことができる。



(19) JP 2015-159528 A 2015.9.3

10

20

30

40

50

【０１２７】
　そこで、前信号処理部５２内の周囲画素加算部５２１は、暗視モードでは、赤外光の感
度を向上させるために、それぞれの画素データに対して、周囲に位置する画素データを加
算する。
【０１２８】
　具体的には、図１３の（ａ）に示すように、Ｒの画素が注目画素であるとき、周囲画素
加算部５２１は、注目画素のＲの画素データに対して周囲に位置するＧ（Ｇｒ，Ｇｂ）及
びＢの８画素の画素データを加算する。
【０１２９】
　つまり、中間モードのときは、受光素子における赤色のカラーフィルタに対応する領域
から得た画素データから赤色用の画素データを生成していたが、暗視モードでは、中間モ
ードのときよりも広い領域から得た画素データから赤色用の画素データを生成することと
なる。図１３の（ａ）～（ｃ）に示す例では、各色とも注目画素を含む９画素分の領域か
ら得た画素データを用いている。
【０１３０】
　図１３の（ｂ）に示すように、Ｇｒの画素が注目画素であるとき、周囲画素加算部５２
１は、注目画素のＧｒの画素データに対して周囲に位置するＲ，Ｇｂ，Ｂの８画素の画素
データを加算する。図１３の（ｃ）に示すように、Ｇｂの画素が注目画素であるとき、周
囲画素加算部５２１は、注目画素のＧｂの画素データに対して周囲に位置するＲ，Ｇｒ，
Ｂの８画素の画素データを加算する。
【０１３１】
　つまり、中間モードのときは、受光素子における緑色のカラーフィルタに対応する領域
から得た画素データから緑色用の画素データを生成していたが、暗視モードでは、中間モ
ードのときよりも広い領域から得た画素データから緑色用の画素データを生成することと
なる。
【０１３２】
　図１３の（ｄ）に示すように、Ｂの画素が注目画素であるとき、周囲画素加算部５２１
は、注目画素のＢの画素データに対して周囲に位置するＲ及びＧの８画素の画素データを
加算する。
【０１３３】
　つまり、中間モードのときは、受光素子における青色のカラーフィルタに対応する領域
から得た画素データから青色用の画素データを生成していたが、暗視モードでは、中間モ
ードのときよりも広い領域から得た画素データから青色用の画素データを生成することと
なる。
【０１３４】
　周囲画素加算部５２１は、注目画素の画素データと周囲の８画素の画素データとの９画
素を単純に加算してもよいし、周囲の８画素の画素データに対して所定の重み付けをした
上で注目画素の画素データに加算してもよい。
【０１３５】
　ここで、周囲の８画素の画素データに対する重み付けの例を説明する。図３または後述
する図３２より分かるように、Ｇ光に割り当てた波長ＩＲ２と、Ｂ光に割り当てた波長Ｉ
Ｒ３では、Ｒ，Ｇ，Ｂの感度はほぼ同じである。
【０１３６】
　従って、図１３の（ｂ）～（ｄ）に示すように、ＧまたはＢの画素が注目画素であると
き、周囲画素加算部５２１が、ＧまたはＢの画素データに周囲に位置する８画素の画素デ
ータを重み付けなしで加算すると、感度はほぼ９倍になる。
【０１３７】
　ところが、図３または後述する図３２より分かるように、Ｒに割り当てた波長ＩＲ１で
は、Ｒ，Ｇ，Ｂの感度は大きく異なる。
【０１３８】
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　従って、図１３の（ａ）に示すように、Ｒの画素が注目画素であるとき、周囲画素加算
部５２１が、Ｒの画素データに周囲に位置する８画素の画素データを重み付けなしで加算
すると、感度はほぼ９倍とはならず、９倍より小さい倍数となる。
【０１３９】
　周囲画素加算部５２１が、注目画素の画素データに対して、周囲に位置する８画素の画
素データを重み付けなしで加算したとすると、Ｒ信号とＧ，Ｂ信号とでは感度が異なるた
め、色バランスがずれることになる。
【０１４０】
　よって、周囲画素加算部５２１は、周囲の８画素の画素データに対して所定の重み付け
をした上で注目画素の画素データに加算するのがよい。周囲画素加算部５２１は、Ｒの画
素が注目画素であるときと、Ｇ，Ｂの画素が注目画素であるときとで、重み付けを異なら
せるのがよい。Ｇの画素が注目画素であるときと、Ｂの画素が注目画素であるときとで、
重み付けを異ならせる場合があってもよい。
【０１４１】
　図１４は、重み付けの第１の例を示している。図１４に示すＲ，Ｇｂ，Ｇｒ，Ｂの各画
素の下に付している数字は、重み付け係数である。
【０１４２】
　撮像部３における撮像部３におけるＲ，Ｇ，Ｂの分光感度の比が、波長ＩＲ１では、Ｒ
：Ｇ：Ｂ＝１：０．８：０．５、波長ＩＲ２及びＩＲ３では、Ｒ：Ｇ：Ｂ＝１：１：１で
あるとする。基本の重み付け係数を、一例として、注目画素：上下左右の画素：斜め方向
の画素＝１００：７０：５０とする。
【０１４３】
　この場合、図１４に示すように、Ｇｒ，Ｇｂ，Ｂの画素が注目画素であるときには、周
囲の８画素の画素データに対して、基本の重み付け係数を乗じればよい。
【０１４４】
　Ｒの画素が注目画素であるときには、波長ＩＲ１の赤外光が投光されるので、上記のＲ
，Ｇ，Ｂの分光感度の比を考慮した重み付け係数とするのがよい。波長ＩＲ１では、Ｒの
分光感度／Ｇの分光感度が１／０．８より１．２５であり、Ｒの分光感度／Ｂの分光感度
が１／０．５より２．０である。
【０１４５】
　よって、図１４に示すように、Ｒの画素が注目画素であるときには、上下左右のＧの画
素データに対して、７０×１．２５より８７を重み付け係数とし、斜め方向のＢの画素デ
ータに対して、５０×２．０より１００を重み付け係数とするのがよい。
【０１４６】
　撮像部３におけるＲ，Ｇ，Ｂの分光感度の比は、使用する撮像素子３１の種類や製造会
社によって異なる。それぞれの撮像素子３１に対応させて、重み付け係数を設定するのが
よい。
【０１４７】
　図１５は、重み付けの第２の例を示している。撮像部３におけるＲ，Ｇ，Ｂの分光感度
の比が、波長ＩＲ１では、Ｒ：Ｇ：Ｂ＝１：０．８：０．５、波長ＩＲ２では、Ｒ：Ｇ：
Ｂ＝１：１：１、波長ＩＲ３では、Ｒ：Ｇ：Ｂ＝１：０．９５：１であるとする。基本の
重み付け係数は、第１の例と同じとする。
【０１４８】
　この場合、図１５に示すように、Ｇｒ，Ｇｂの画素が注目画素であるときには、周囲の
８画素の画素データに対して、基本の重み付け係数を乗じればよい。
【０１４９】
　Ｒの画素が注目画素であるときには、第１の例と同様に、Ｒ，Ｇ，Ｂの分光感度の比を
考慮した重み付け係数とするのがよい。図１５に示すように、Ｒの画素が注目画素である
ときの重み付け係数は、第１の例と同じである。
【０１５０】
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　Ｂの画素が注目画素であるときには、波長ＩＲ３の赤外光が投光されるので、上記のＲ
，Ｇ，Ｂの分光感度の比を考慮した重み付け係数とするのがよい。波長ＩＲ３では、Ｂの
分光感度／Ｇの分光感度が１／０．９５より１．０５である。
【０１５１】
　よって、図１５に示すように、Ｂの画素が注目画素であるときには、上下左右のＧの画
素データに対して、７０×１．０５より７３を重み付け係数とするのがよい。Ｒの画素デ
ータに対する重み付け係数は、基本の重み付け係数の５０でよい。
【０１５２】
　周囲の８画素の画素データに対する重み付けは、部分的に０であってもよい。即ち、周
囲画素加算部５２１における注目画素の画素データに対する周囲画素の画素データの加算
とは、８画素の画素データの全てを加算することに限定されない。
【０１５３】
　例えば、周囲画素加算部５２１は、注目画素の画素データに対して上下及び左右に位置
する画素の画素データのみを加算し、斜め方向に位置する画素の画素データを加算しなく
てもよい。
【０１５４】
　図１６は、重み付けの第３の例であり、斜め方向の画素に対する重み付け係数を０とし
た例を示している。基本の重み付け係数を、一例として、注目画素：上下左右の画素：斜
め方向の画素＝１００：５０：０とする。
【０１５５】
　撮像部３におけるＲ，Ｇ，Ｂの分光感度の比を第１の例と同じとする。この場合、図１
６に示すように、Ｒの画素が注目画素であるときには、上下左右のＧの画素データに対し
て、５０×１．２５より６２を重み付け係数とするのがよい。
【０１５６】
　図１４～図１６に示す重み付け係数の数値は、周囲画素に対する重み付けの理解を容易
にするための単なる例である。実際の重み付け係数は、映像出力部６より出力される映像
信号のダイナミックレンジ等を考慮して適宜設定すればよい。
【０１５７】
　ところで、ビニングと称される複数の画素をまとめて１つの画素として読み出し可能な
撮像素子が存在する。撮像素子３１として、ビニング機能を有する撮像素子を用いる場合
には、周囲画素加算部５２１による加算処理ではなく、ビニング機能を有する撮像素子に
よる加算処理を行ってもよい。撮像素子によるビニングは、周囲画素加算部５２１による
加算処理と実質的に等価である。
【０１５８】
　図１７の（ａ）～（ｃ）のフレームFmIR1，FmIR3，FmIR2は、図９の（ａ）～（ｃ）の
フレームFmIR1，FmIR3，FmIR2と同じである。図１７の（ｄ）～（ｆ）において、R1ad，G
r1ad，Gb1ad，B1ad，R2ad，Gr2ad，Gb2ad，B2ad，R3ad，Gr3ad，Gb3ad，B3adは、それぞ
れ、Ｒ，Ｇｒ，Ｇｂ，Ｂの画素データに対して周囲の８画素の画素データを加算した加算
画素データである。
【０１５９】
　周囲画素加算部５２１は、フレームFmIR1，FmIR3，FmIR2のそれぞれの画素データに対
して図１３に示す加算処理を施すことにより、図１７の（ｄ）～（ｆ）に示すフレームFm
IR1ad，FmIR2ad，FmIR3adを生成する。
【０１６０】
　図１８の（ａ）～（ｃ）のフレームFmIR1ad，FmIR2ad，FmIR3adは、図１７の（ｄ）～
（ｆ）のフレームFmIR1ad，FmIR2ad，FmIR3adと同じである。
【０１６１】
　同一位置画素加算部５２２は、第１中間モードと同様に、式（１）に基づいて、フレー
ムFmIR1adにおけるR1adの画素データに、フレームFmIR2ad，FmIR3adにおける同じ画素位
置のR2ad，R3adの画素データを加算して、加算画素データR123adを生成する。



(22) JP 2015-159528 A 2015.9.3

10

20

30

40

50

【０１６２】
　同一位置画素加算部５２２は、式（２）に基づいて、フレームFmIR2adにおけるGr2ad，
Gb2adの画素データに、フレームFmIR1ad，FmIR3adにおける同じ画素位置のGr1ad，Gb1ad
，Gr3ad，Gb3adの画素データを加算して、加算画素データGr123ad，Gb123adを生成する。
【０１６３】
　同一位置画素加算部５２２は、式（３）に基づいて、フレームFmIR3adにおけるB3adの
画素データに、フレームFmIR1ad，FmIR2adにおける同じ画素位置のB1ad，B2adの画素デー
タを加算して、加算画素データB123adを生成する。
【０１６４】
　合成部５２３は、第１中間モードと同様に、フレームFmIR1adにおける加算画素データR
123adと、フレームFmIR2adにおける加算画素データGr123ad，Gb123adと、フレームFmIR3a
dにおける加算画素データB123adとを選択して合成する。これによって合成部５２３は、
図１８の（ｄ）に示す合成映像信号のフレームFmIR123adを生成する。
【０１６５】
　合成部５２３は、カラーフィルタ３２におけるフィルタエレメントの配列と同じ配列と
なるように、加算画素データR123ad，Gr123ad，Gb123ad，B123adを配列させたフレームFm
IR123adを生成する。
【０１６６】
　図１９の（ａ）はフレームFmIR123adを示している。デモザイク処理部５４は、Ｒの画
素データが存在しない画素位置のＲの画素データを周囲のＲの画素データを用いて演算し
て、Ｒの補間画素データR123adiを生成する。デモザイク処理部５４は、図１９の（ｂ）
に示す１フレームの全画素がＲの画素データよりなるＲフレームFmIR123adRを生成する。
【０１６７】
　デモザイク処理部５４は、Ｇの画素データが存在しない画素位置のＧの画素データを周
囲のＧの画素データを用いて演算して、Ｇの補間画素データG123adiを生成する。デモザ
イク処理部５４は、図１９の（ｃ）に示す１フレームの全画素がＧの画素データよりなる
ＧフレームFmIR123adGを生成する。
【０１６８】
　デモザイク処理部５４は、Ｂの画素データが存在しない画素位置のＢの画素データを周
囲のＢの画素データを用いて演算して、Ｂの補間画素データB123adiを生成する。デモザ
イク処理部５４は、図１９の（ｄ）に示す１フレームの全画素がＢの画素データよりなる
ＢフレームFmIR123adBを生成する。
【０１６９】
　第１中間モードと第１暗視モードとは、前者が周囲画素加算部５２１を不動作としてい
る一方で、後者が周囲画素加算部５２１を動作させている点で異なる。モード切換部７２
は、暗視モードのとき、周囲画素加算部５２１を動作させればよい。
【０１７０】
　暗視モードにおけるデモザイク処理部５４の動作は、通常モード及び中間モードにおけ
るデモザイク処理部５４の動作と実質的に同じである。通常モードと中間モードと暗視モ
ードとで、映像処理部５におけるデモザイク処理部５４等の信号処理部を共用させること
ができる。
【０１７１】
＜暗視モード：第２暗視モード＞
　図２０及び図２１を用いて、第２暗視モードにおける動作を説明する。第２暗視モード
における動作において、第１暗視モードにおける動作と同一部分は説明を省略する。図２
０の（ａ）～（ｃ）のフレームFmIR1ad，FmIR2ad，FmIR3adは、図１８の（ａ）～（ｃ）
のFmIR1ad，FmIR2ad，FmIR3adと同じである。
【０１７２】
　合成部５２３は、フレームFmIR1adにおけるＲの画素データであるR1adと、フレームFmI
R2におけるＧの画素データであるGr2ad，Gb2adと、フレームFmIR3におけるＢの画素デー
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タであるB3adとを選択して合成する。これによって合成部５２３は、図２０の（ｄ）に示
す合成映像信号のフレームFmIR123’adを生成する。
【０１７３】
　合成部５２３は、カラーフィルタ３２におけるフィルタエレメントの配列と同じ配列と
なるように、画素データR1ad，Gr2ad，Gb2ad，B3adを配列させたフレームFmIR123’adを
生成する。
【０１７４】
　なお、図１３を用いて説明したように、フレームFmIR123’adにおける赤色用の画素デ
ータR1adは、中間モードのときに赤色用の画素データを生成するために用いた領域よりも
広い領域から得た画素データから生成されたものとなっている。
【０１７５】
　また、フレームFmIR123’adにおける緑色用の加算画素データGr2adは、中間モードのと
きに緑色用の画素データを生成するために用いた領域よりも広い領域から得た画素データ
から生成されたものとなっている。
【０１７６】
　さらに、フレームFmIR123’adにおける青色用の加算画素データB3adは、中間モードの
ときに青色用の画素データを生成するために用いた領域よりも広い領域から得た画素デー
タから生成されたものとなっている。
【０１７７】
　第２暗視モードでは、第２中間モードと同様に、同一位置画素加算部５２２は、式（１
）における係数kaを１、係数kb，kcを０とし、式（２）における係数keを１、係数kd，kf
を０とし、式（３）における係数kiを１、係数kg，khを０とする。
【０１７８】
　これによって、フレームFmIR1adにおけるR1adの画素データと、フレームFmIR2adにおけ
るGr2ad，Gb2adの画素データと、フレームFmIR3adにおけるB3adの画素データは、それぞ
れそのままの値となる。
【０１７９】
　よって、合成部５２３は、第１暗視モードにおける動作と同様に、フレームFmIR1adに
おけるR1adの画素データと、フレームFmIR2adにおけるGr2ad，Gb2adの画素データと、フ
レームFmIR3adにおけるB3adの画素データを選択すれば、フレームFmIR123’adを生成する
ことができる。
【０１８０】
　図２１を用いて、デモザイク処理部５４におけるデモザイク処理について説明する。図
２１の（ａ）は、フレームFmIR123’adを示している。デモザイク処理部５４は、Ｒの画
素データが存在しない画素位置のＲの画素データを周囲のR1adの画素データを用いて演算
して、Ｒの補間画素データR1adiを生成する。デモザイク処理部５４は、図２１の（ｂ）
に示す１フレームの全画素がＲの画素データよりなるＲフレームFmIR123’adRを生成する
。
【０１８１】
　デモザイク処理部５４は、Ｇの画素データが存在しない画素位置のＧの画素データを周
囲のGr2ad，Gb2adの画素データを用いて演算して、Ｇの補間画素データG2adiを生成する
。デモザイク処理部５４は、補間して、図２１の（ｃ）に示す１フレームの全画素がＧの
画素データよりなるＧフレームFmIR123’adGを生成する。
【０１８２】
　デモザイク処理部５４は、Ｂの画素データが存在しない画素位置のＢの画素データを周
囲のB3adの画素データを用いて算出したＢの補間画素データB3adiを生成する。デモザイ
ク処理部５４は、図２１の（ｄ）に示す１フレームの全画素がＢの画素データよりなるＢ
フレームFmIR123’adBを生成する。
【０１８３】
　第２中間モードと第２暗視モードとは、前者が周囲画素加算部５２１を不動作としてい
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る一方で、後者が周囲画素加算部５２１を動作させている点で異なる。
【０１８４】
　また、中間モードにおいては、受光素子における各色に対応する領域から得た画素デー
タそれぞれから各色用の画素データを生成していたが、暗視モードにおいては、周囲画素
を加算するため、中間モードにおける各色用の画素データを生成するための領域それぞれ
よりも広い領域から得た画素データから各色用の画素データを生成するとも言える。
【０１８５】
＜モード切換の例＞
　図２２を用いて、モード切換部７２によるモード切換の例を説明する。図２２の（ａ）
は、一例として、昼間の時間帯から夜の時間帯へと時間が経過していくとき、周囲環境の
明るさが変化していく様子を概略的に示している。
【０１８６】
　図２２の（ａ）に示すように、昼間から夕刻へと時間が経過していくに従って明るさが
低下していき、時刻ｔ３以降、ほぼ真っ暗の状態となる。図２２の（ａ）に示す明るさは
実質的に可視光の量を示しており、時刻ｔ３以降、可視光がほとんどない状態である。
【０１８７】
　制御部７は、映像処理部５から入力される映像信号（映像データ）の輝度レベルに基づ
いて周囲環境の明るさを判断することができる。図２２の（ｂ）に示すように、モード切
換部７２は、明るさが所定の閾値Th1（第１の閾値）以上であるとき通常モードとし、明
るさが閾値Th1未満で所定の閾値Th2（第２の閾値）以上であるとき中間モード、閾値Th2
未満であるとき暗視モードとする。
【０１８８】
　本実施形態の撮像装置は、明るさが閾値Th1となる時刻ｔ１までは通常モード、時刻ｔ
１から明るさが閾値Th2となる時刻ｔ２まで中間モード、時刻ｔ２以降は暗視モードに、
モードを自動的に切り換える。図２２の（ｂ）において、中間モードは第１中間モードと
第２中間モードとのいずれでもよく、暗視モードは第１暗視モードと第２暗視モードとの
いずれでもよい。
【０１８９】
　図２２の（ａ）では可視光がほとんどなくなる時刻ｔ３の直前の明るさを閾値Th2とし
ているが、時刻ｔ３の明るさを閾値Th2としてもよい。
【０１９０】
　図２２の（ｃ）に示すように、モード切換部７２は、中間モードの期間で、可視光が比
較的多い時刻ｔ１側の期間を第１中間モード、可視光が比較的少ない時刻ｔ２側の期間を
第２中間モードとしてもよい。図２２の（ｃ）において、暗視モードは第１暗視モードと
第２暗視モードとのいずれでもよい。
【０１９１】
　本実施形態の撮像装置は、投光制御部７１が赤外線投光器９のオン・オフを制御し、モ
ード切換部７２が映像処理部５内の各部の動作・不動作を切り換えることにより、それぞ
れのモードを実現することができる。
【０１９２】
　図２３に示すように、通常モードは、赤外線投光器９がオフ、周囲画素加算部５２１と
同一位置画素加算部５２２と合成部５２３がいずれも不動作、デモザイク処理部５４が動
作の状態である。
【０１９３】
　第１中間モードは、赤外線投光器９がオン、周囲画素加算部５２１が不動作、同一位置
画素加算部５２２と合成部５２３とデモザイク処理部５４とが動作の状態である。第２中
間モードは、赤外線投光器９がオン、周囲画素加算部５２１と同一位置画素加算部５２２
とが不動作、合成部５２３とデモザイク処理部５４とが動作の状態である。
【０１９４】
　同一位置画素加算部５２２における動作と不動作とは、前述のように、式（１）～（３
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）の係数ka～kiの値を適宜に設定することによって容易に切り換えることができる。
【０１９５】
　第１暗視モードは、赤外線投光器９がオン、周囲画素加算部５２１と同一位置画素加算
部５２２と合成部５２３とデモザイク処理部５４との全てが動作の状態である。第２暗視
モードは、赤外線投光器９がオン、同一位置画素加算部５２２が不動作、周囲画素加算部
５２１と合成部５２３とデモザイク処理部５４とが動作の状態である。
【０１９６】
　ところで、周囲画素加算部５２１は、注目画素の画素データに対して周囲の画素データ
を加算するための計算式において、周囲の画素データに乗じる係数を、０を超える係数（
例えば１）とすれば、周囲画素の加算処理を動作の状態とすることができる。
【０１９７】
　また、周囲画素加算部５２１は、その計算式において、周囲の画素データに乗じる係数
を０とすれば、周囲画素の加算処理を不動作の状態とすることができる。
【０１９８】
　周囲画素加算部５２１における動作と不動作も、係数の値を適宜に設定することによっ
て容易に切り換えることができる。
【０１９９】
＜撮像装置の第１の変形例＞
　制御部７が周囲環境の明るさを検出する方法は、映像信号の輝度レベルに基づく方法に
限定されない。
【０２００】
　図２４に示すように、明るさセンサ１１によって周囲環境の明るさを検出してもよい。
図２４において、映像信号の輝度レベルと明るさセンサ１１によって検出した明るさとの
双方に基づいて、周囲環境の明るさを判断してもよい。
【０２０１】
＜撮像装置の第２の変形例＞
　制御部７は、周囲環境の明るさを直接的に検出せず、１年間における時期（日にち）及
び時刻（時間帯）に基づいて周囲環境の明るさを概略的に想定して、モード切換部７２が
各モードに切り換えるようにしてもよい。
【０２０２】
　図２５に示すように、モード設定テーブル１２には、日にちと時間帯との組み合わせに
対応して、通常モードと中間モードと暗視モードとのいずれかが設定されている。制御部
７内の時計７３は、日にちと時刻を管理している。制御部７は、時計７３が示す日にちと
時刻とを参照して、モード設定テーブル１２より設定されているモードを読み出す。
【０２０３】
　投光制御部７１とモード切換部７２は、モード設定テーブル１２より読み出されたモー
ドとなるように、撮像装置を制御する。
【０２０４】
＜撮像装置の第３の変形例＞
　図２６に示すように、操作部１３によってユーザがモードを手動で選択して、投光制御
部７１とモード切換部７２が選択されたモードとなるように撮像装置を制御してもよい。
操作部１３は、撮像装置の筐体に設けられている操作ボタンであってもよく、リモートコ
ントローラであってもよい。
【０２０５】
＜モード切換に関する映像信号処理方法＞
　図２７を用いて、図１に示す撮像装置で実行されるモード切換に関する映像信号処理方
法を改めて説明する。
【０２０６】
　図２７において、撮像装置が動作を開始すると、制御部７は、ステップＳ１にて、周囲
環境の明るさが閾値Th1以上であるか否かを判定する。閾値Th1以上であれば（YES）、制
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御部７は、ステップＳ３にて、通常モードでの処理を実行させる。閾値Th1以上でなけれ
ば（NO）、制御部７は、ステップＳ２にて、周囲環境の明るさが閾値Th2以上であるか否
かを判定する。
【０２０７】
　閾値Th2以上であれば（YES）、制御部７は、ステップＳ４にて、中間モードでの処理を
実行させる。閾値Th2以上でなければ（NO）、制御部７は、ステップＳ５にて、暗視モー
ドでの処理を実行させる。
【０２０８】
　制御部７は、ステップＳ３～Ｓ５の後、処理をステップＳ１に戻し、ステップＳ１以降
を繰り返す。
【０２０９】
　図２８は、ステップＳ３の通常モードの具体的な処理を示す。図２８において、制御部
７（投光制御部７１）は、ステップＳ３１にて、赤外線投光器９をオフにする。制御部７
は、ステップＳ３２にて、赤外線カットフィルタ２１を挿入する。制御部７（モード切換
部７２）は、ステップＳ３３にて、スイッチ５１，５３を端子Ｔｂに接続させる。ステッ
プＳ３１～Ｓ３３の順番は任意であり、同時であってもよい。
【０２１０】
　制御部７は、ステップＳ３４にて、撮像部３によって被写体を撮像させる。制御部７は
、ステップＳ３５にて、撮像部３が被写体を撮像することよって生成した映像信号を構成
するフレームをデモザイク処理部５４によってデモザイク処理させるよう、映像処理部５
を制御する。
【０２１１】
　図２９は、ステップＳ４の中間モードの具体的な処理を示す。図２９において、制御部
７（投光制御部７１）は、ステップＳ４１にて、投光部９１～９３より波長ＩＲ１～ＩＲ
３の赤外光を時分割で投光させるよう、赤外線投光器９をオンにする。
【０２１２】
　制御部７は、ステップＳ４２にて、ダミーガラス２２を挿入する。制御部７（モード切
換部７２）は、ステップＳ４３にて、スイッチ５１，５３を端子Ｔａに接続させる。ステ
ップＳ４１～Ｓ４３の順番は任意であり、同時であってもよい。
【０２１３】
　制御部７は、ステップＳ４４にて、撮像部３によって被写体を撮像させる。撮像部３は
、Ｒに対応付けられた波長ＩＲ１の赤外光と、Ｇに対応付けられた波長ＩＲ２の赤外光と
、Ｂに対応付けられた波長ＩＲ３の赤外光とがそれぞれ投光されている状態で被写体を撮
像する。
【０２１４】
制御部７（モード切換部７２）は、ステップＳ４５にて、周囲画素加算部５２１を不動作
とし、合成部５２３を動作させて合成映像信号を生成させるよう、前信号処理部５２を制
御する。
【０２１５】
　波長ＩＲ１，ＩＲ２，ＩＲ３の赤外光がそれぞれ投光されている状態で撮像部３が被写
体を撮像することよって生成された映像信号を構成するフレームを第１のフレーム，第２
のフレーム，第３のフレームとする。
【０２１６】
　合成部５２３は、第１のフレーム内のＲの画素データと、第２のフレーム内のＧの画素
データと、第３のフレーム内のＢの画素データとに基づく３原色の画素データを、カラー
フィルタ３２におけるフィルタエレメントの配列と同じ配列となるように配列させる。合
成部５２３は、このようにして第１～第３のフレームを１フレームに合成した合成映像信
号を生成する。
【０２１７】
　制御部７は、ステップＳ４６にて、合成映像信号のフレームをデモザイク処理部５４に
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よってデモザイク処理させるよう、映像処理部５を制御する。
【０２１８】
　デモザイク処理部５４は、合成映像信号のフレームに基づいて、Ｒのフレームと、Ｇの
フレームと、Ｂのフレームとを生成するデモザイク処理を施して、デモザイク処理された
３原色のフレームを順次生成する。
【０２１９】
　デモザイク処理部５４は、Ｒの画素データが存在しない画素位置にＲの画素データを補
間することによって、Ｒのフレームを生成することができる。デモザイク処理部５４は、
Ｇの画素データが存在しない画素位置にＧの画素データを補間することによって、Ｇのフ
レームを生成することができる。デモザイク処理部５４は、Ｂの画素データが存在しない
画素位置にＢの画素データを補間することによって、Ｂのフレームとを生成することがで
きる。
【０２２０】
　第１中間モードとする場合には、ステップＳ４５にて、同一位置画素加算部５２２を動
作させ、第２中間モードとする場合には、ステップＳ４５にて、同一位置画素加算部５２
２を不動作とすればよい。
【０２２１】
　図３０は、ステップＳ５の暗視モードの具体的な処理を示す。図３０において、制御部
７（投光制御部７１）は、ステップＳ５１にて、投光部９１～９３より波長ＩＲ１～ＩＲ
３の赤外光を時分割で投光させるよう、赤外線投光器９をオンにする。
【０２２２】
　制御部７は、ステップＳ５２にて、ダミーガラス２２を挿入する。制御部７（モード切
換部７２）は、ステップＳ５３にて、スイッチ５１，５３を端子Ｔａに接続させる。ステ
ップＳ５１～Ｓ５３の順番は任意であり、同時であってもよい。
【０２２３】
　制御部７は、ステップＳ５４にて、撮像部３によって被写体を撮像させる。制御部７（
モード切換部７２）は、ステップＳ５５にて、周囲画素加算部５２１と合成部５２３とを
動作させて合成映像信号を生成させるよう、前信号処理部５２を制御する。
【０２２４】
　制御部７は、ステップＳ５６にて、合成映像信号のフレームをデモザイク処理部５４に
よってデモザイク処理させるよう、映像処理部５を制御する。
【０２２５】
　第１暗視モードとする場合には、ステップＳ５５にて、同一位置画素加算部５２２を動
作させ、第２暗視モードとする場合には、ステップＳ５５にて、同一位置画素加算部５２
２を不動作とすればよい。
【０２２６】
＜モード切換に関する映像信号処理プログラム＞
　図１において、制御部７、または、映像処理部５と制御部７との一体化部分をコンピュ
ータ（マイクロコンピュータ）で構成し、映像信号処理プログラム（コンピュータプログ
ラム）をコンピュータで実行させることによって、上述した撮像装置と同様の動作を実現
させることも可能である。映像出力部６も含めてコンピュータで構成してもよい。
【０２２７】
　図３１を用いて、図２７のステップＳ４である中間モードにおける制御を映像信号処理
プログラムで構成した場合にコンピュータに実行させる手順の例を説明する。図３１は、
モード切換に関する映像信号処理プログラムがコンピュータに実行させる処理を示す。
【０２２８】
　図３１において、映像信号処理プログラムは、ステップS401にて、コンピュータに、Ｒ
，Ｇ，Ｂに対応付けられた波長ＩＲ１，ＩＲ２，ＩＲ３の赤外光をそれぞれ投光するよう
に赤外線投光器９を制御する処理を実行させる。
【０２２９】
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　ステップS401に示すステップを映像信号処理プログラムの外部にて実行させてもよい。
図３１では、ダミーガラス２２を挿入させるステップを省略している。ダミーガラス２２
を挿入させるステップも映像信号処理プログラムの外部にて実行させてもよい。
【０２３０】
　映像信号処理プログラムは、ステップS402にて、コンピュータに、波長ＩＲ１の赤外光
が投光されている状態で、撮像部３が被写体を撮像することによって生成された映像信号
の第１のフレームを構成する画素データを取得する処理を実行させる。
【０２３１】
　映像信号処理プログラムは、ステップS403にて、コンピュータに、波長ＩＲ２の赤外光
が投光されている状態で、撮像部３が被写体を撮像することによって生成された映像信号
の第２のフレームを構成する画素データを取得する処理を実行させる。
【０２３２】
　映像信号処理プログラムは、ステップS404にて、コンピュータに、波長ＩＲ３の赤外光
が投光されている状態で、撮像部３が被写体を撮像することによって生成された映像信号
の第３のフレームを構成する画素データを取得する処理を実行させる。ステップS402～S4
04の順番は任意である。
【０２３３】
　映像信号処理プログラムは、ステップS405にて、コンピュータに、Ｒ，Ｇ，Ｂの画素デ
ータを、カラーフィルタ３２におけるフィルタエレメントの配列と同じ配列となるように
配列させて、１フレームに合成した合成映像信号を生成する処理を実行させる。
【０２３４】
　中間モードでは、映像信号処理プログラムは、ステップS405にて、コンピュータに、周
囲画素の加算処理の処理を実行させない。
【０２３５】
　映像信号処理プログラムは、ステップS406にて、コンピュータに、合成映像信号のフレ
ームにデモザイク処理を施して、Ｒ，Ｇ，Ｂのフレームを生成する処理を実行させる。
【０２３６】
　図示は省略するが、図２７のステップＳ５である暗視モードにおける制御を映像信号処
理プログラムで構成する場合には、図３１のステップS405にて、コンピュータに、周囲画
素の加算処理の処理を実行させればよい。
【０２３７】
　映像信号処理プログラムは、コンピュータで読み取り可能な記録媒体に記録されたコン
ピュータプログラムであってよい。映像信号処理プログラムが記録媒体に記録された状態
で提供されてもよいし、映像信号処理プログラムをコンピュータにダウンロードさせるよ
う、インターネット等のネットワークを介して提供されてもよい。コンピュータで読み取
り可能な記録媒体は、ＣＤ－ＲＯＭ，ＤＶＤ－ＲＯＭ等の非一時的な任意の記録媒体でよ
い。
【０２３８】
　図１のように構成される撮像装置において、例えば、必要に応じて各部を複数設けたり
して、中間モードと暗視モードとを同時に実行するようにしてもよい。その場合、映像出
力部６が、中間モードによって生成された映像信号と、暗視モードによって生成された映
像信号との両方を出力するようにしてもよい。
【０２３９】
　また、モード切換部７２は、映像出力部６が中間モードによって生成された映像信号を
出力する状態と、映像出力部６が暗視モードによって生成された映像信号を出力する状態
とを切り換えるようにしてもよい。その際、前述のように、周囲環境の明るさや時刻等に
応じて切り換えてもよい。また、映像処理部５（映像処理装置）を他の各部と別体にして
もよい。
【０２４０】
　さらに、中間モードを使用せずに、通常モードから暗視モードに切り換えたり、暗視モ
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ードから通常モードに切り換えたりする場合があってもよい。
【０２４１】
　中間モードを使用しない場合には、上述した中間モードの使用が適した環境下では、通
常モードと暗視モードとのいずれかを選択して使用すればよい。この場合、中間モードを
使用する場合と比較して良好なカラー映像信号とはならないが、撮像は可能である。
【０２４２】
　しかしながら、通常モードと暗視モードのみを搭載した撮像装置であっても、例えば監
視カメラで被写体を終日撮影する場合のような周囲の明るさが変化する状況で、１つの撮
像装置で被写体を撮影することができる、という効果を奏する。
【０２４３】
　さらにまた、暗視モードを使用せずに、通常モードから中間モードに切り換え、中間モ
ードから通常モードに切り換える場合があってもよい。暗視モードを常時使用しない場合
は、暗視モードを搭載しないようにしてもよい。
【０２４４】
　電灯がある場所等では暗視モードを使用しなくてもよい場合がある。通常モードと中間
モードのみを搭載した撮像装置は、暗視モードを使用しなくてもよい場合に利用できる。
【０２４５】
　暗視モードを使用しない場合には、上述した暗視モードの使用が適した環境下では、中
間モードを使用すればよい。この場合、暗視モードを使用する場合と比較して良好なカラ
ー映像信号とはならないが、撮像は可能である。
【０２４６】
　通常モードと中間モードのみを搭載した撮像装置であっても、同様に、周囲の明るさが
変化する状況で、１つの撮像装置で被写体を撮影することができる、という効果を奏する
。
【０２４７】
＜可視光の量と赤外光の量との関係の判定方法＞
　前述のように、周囲環境によって可視光の量と赤外光の量との関係は異なる。可視光の
量と赤外光の量との関係がある特定の状態で映像信号のホワイトバランスを調整したとす
ると、可視光の量と赤外光の量との関係がその特定の状態とは異なった状態では、ホワイ
トバランスが崩れてしまう。即ち、光量の関係が異なれば、それぞれの状態で被写体の色
を高画質に再現することができないということになる。
【０２４８】
　そこで、判定部７８は後述する判定方法の第１の例または第２の例によって、光量の主
従関係を判定する。まず、図３２を用いて、図３で説明した撮像部３における分光感度特
性の特徴について考察する。
【０２４９】
　前述のように、波長ＩＲ１，ＩＲ２，ＩＲ３を、７８０ｎｍ，９４０ｎｍ，８７０ｎｍ
とする。図３２に示すように、Ｒに対応付けられた波長ＩＲ１におけるＲの感度をＳｔｒ
、Ｇに対応付けられた波長ＩＲ２におけるＧの感度をＳｔｇ、Ｂに対応付けられた波長Ｉ
Ｒ３におけるＢの感度をＳｔｂとする。
【０２５０】
　図３２より分かるように、感度Ｓｔｒ，Ｓｔｇ，Ｓｔｂの値は大きく異なる。よって、
波長ＩＲ１～ＩＲ３の赤外光の発光パワーが同一であれば、撮像部３の露光量は波長ＩＲ
１，ＩＲ２，ＩＲ３のいずれの赤外光を投光したかによって異なることになる。
【０２５１】
＜判定方法の第１の例＞
　図３３～図３６，図３８を用いて、判定方法の第１の例を説明する。波長ＩＲ１～ＩＲ
３の赤外光の発光パワーは同一であるとする。判定部７８は、判定方法の第１の例として
、波長ＩＲ１，ＩＲ２，ＩＲ３の赤外光が所定の期間ごとに選択的に投光されている状態
における撮像部３の露光量のうち、少なくとも２つの期間の露光量を比較することによっ
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て、光量の主従関係を判定する。
【０２５２】
　図３３は、可視光の量が赤外光の量と比較して十分に多く、可視光が主の状態を示して
いる。図３３の（ａ），（ｂ）は、図８の（ａ），（ｂ）を部分的に示している。赤外線
投光器９は、図３２の（ａ）のように、波長ＩＲ１～ＩＲ３の赤外光を選択的に投光し、
撮像部３は、図３２の（ｂ）に示すように露光する。
【０２５３】
　波長ＩＲ１の赤外光が投光されている期間での露光量をAepR、波長ＩＲ２の赤外光が投
光されている期間での露光量をAepG、波長ＩＲ３の赤外光が投光されている期間での露光
量をAepBとする。
【０２５４】
　可視光が主の状態であれば、撮像部３の露光量は、赤外線投光器９により投光された赤
外光にほとんど影響を受けない。よって、撮像部３の露光量AepR，AepG，AepBは、図３３
の（ｃ）に示すように、波長ＩＲ１～ＩＲ３のうちのどの赤外光が投光されてもほぼ同じ
値となる。可視光が主の状態のとき、撮像部３の露光量AepR，AepG，AepBは、常時ほぼ一
定の値となる。
【０２５５】
　図３４は、赤外光の量が可視光の量と比較して十分に多く、赤外光が主の状態を示して
いる。図３４の（ａ），（ｂ）は、図３３の（ａ），（ｂ）と同じである。赤外光が主の
状態であれば、撮像部３の露光量は、赤外線投光器９により投光された赤外光の影響を受
ける。
【０２５６】
　よって、撮像部３の露光量は、図３４の（ｃ）に示すように、波長ＩＲ１～ＩＲ３のう
ちのどの赤外光が投光されているかによって値が異なることになる。露光量AepR，AepG，
AepBは、図３２で説明した感度Ｓｔｒ，Ｓｔｇ，Ｓｔｂの違いを反映して、AepR＞AepB＞
AepGの関係となる。
【０２５７】
　図３３の（ｃ）と図３４の（ｃ）とを比較すれば分かるように、判定部７８は、撮像部
３の露光量が１フレームを３分割した期間でほぼ一定であれば可視光が主、撮像部３の露
光量が３分割した期間でばらつけば赤外光が主と判定する。
【０２５８】
　具体的には、露光量AepR，AepG，AepBのうちの少なくとも２つを比較して、所定の閾値
以下の差しかなければ可視光が主、所定の閾値を超える差があれば赤外光が主であると判
定することができる。露光量AepR，AepG，AepBの３つを互いに比較することによって判定
精度を高めることも可能である。
【０２５９】
　露光量AepR，AepG，AepBのうちの２つを比較する場合には、最も差が大きい露光量AepR
と露光量AepGとを比較するのがよい。
【０２６０】
　図３５を用いて、判定方法の第１の例を実現する判定部７８のさらに具体的な構成及び
動作を説明する。図３５は、露光量AepRと露光量AepGとを比較して光量の主従関係を判定
する概念的な説明図である。
【０２６１】
　図３５の（ａ）は、図９の（ａ）と同じ、波長ＩＲ１の赤外光を投光しているタイミン
グで生成された映像データの任意のフレームFmIR1である。図３５の（ｂ）は、図９の（
ｂ）と同じ、波長ＩＲ２の赤外光を投光しているタイミングで生成された映像データの任
意のフレームFmIR2である。ここでは、Ｇｒ，Ｇｂの画素データをＧとし、図９で付した
添え字を省略している。
【０２６２】
　図３５の（ｃ）は、第１の例における判定部７８の概念的なブロック図である。図３５



(31) JP 2015-159528 A 2015.9.3

10

20

30

40

50

の（ｃ）に示すように、判定部７８は、平均値化部７８１と差分演算部７８２と比較部７
８３とを有する。
【０２６３】
　２つの平均値化部７８１は、フレームFmIR1の画素データが入力されるタイミングでの
平均値化部７８１と、フレームFmIR2の画素データが入力されるタイミングでの平均値化
部７８１とを別々に図示したものである。
【０２６４】
　平均値化部７８１は、フレームFmIR1の所定の領域内における画素データを平均値化し
て平均値Fave(IR1)を生成する。平均値化部７８１は、フレームFmIR2の所定の領域内にお
ける画素データを平均値化して平均値Fave(IR2)を生成する。平均値Fave(IR1)，Fave(IR2
)は、差分演算部７８２に入力される。
【０２６５】
　所定の領域とは１フレームの全体でもよいし、１フレームの端部を除いた中央部等の部
分でもよい。所定の領域とは、複数フレームであってもよい。以下、所定の領域を１フレ
ームとする。
【０２６６】
　差分演算部７８２は、平均値Fave(IR1)と平均値Fave(IR2)との差分を演算して差分値Ｖ
ｄｆを生成する。図示していないが、差分値Ｖｄｆは絶対値回路によって絶対化されて、
比較部７８３に入力される。
【０２６７】
　比較部７８３は、差分値Ｖｄｆと閾値Th10とを比較して、差分値Ｖｄｆが閾値Th10以下
であれば可視光が主であることを示し、差分値Ｖｄｆが閾値Th10を超えれば赤外光が主で
あることを示す判定データDdet1を生成する。
【０２６８】
　判定データDdet1は、例えば、可視光が主であるときに０、赤外光が主であるときに１
の２値データでよい。判定データDdet1は、色ゲイン制御部７９へと入力される。なお、
判定データDdet1を差分値Ｖｄｆに応じて変化する値として、その値に応じて色ゲインを
適応的に変化させてもよい。
【０２６９】
　図３６のフローチャートを用いて、判定部７８の動作をさらに説明する。図３６におい
て、判定部７８は、ステップS101にて、フレームFmIR1の生成タイミングであるか否かを
判定する。フレームFmIR1の生成タイミングであれば（YES）、判定部７８は、ステップS1
02にて、フレームFmIR1の画素データを平均値化して平均値Fave(IR1)を生成する。
【０２７０】
　フレームFmIR1の生成タイミングでなければ（NO）、判定部７８は、ステップS103にて
、フレームFmIR2の生成タイミングであるか否かを判定する。フレームFmIR2の生成タイミ
ングであれば（YES）、判定部７８は、ステップS104にて、フレームFmIR2の画素データを
平均値化して平均値Fave(IR2)を生成する。フレームFmIR2の生成タイミングでなければ（
NO）、判定部７８は、処理をステップS101に戻す。
【０２７１】
　判定部７８は、ステップS105にて、平均値Fave(IR1)と平均値Fave(IR2)との差分を演算
して差分値Ｖｄｆを生成する。判定部７８は、ステップS106にて、差分値Ｖｄｆが閾値Th
10以下であるか否かを判定する。
【０２７２】
　差分値Ｖｄｆが閾値Th10以下であれば（YES）、判定部７８は、ステップS107にて、可
視光が主であると判定して、処理をステップS101に戻す。差分値Ｖｄｆが閾値Th10以下で
なければ（NO）、判定部７８は、ステップS108にて赤外光が主である判定して、処理をス
テップS101に戻す。以下、同様の処理を繰り返す。
【０２７３】
　このように、判定方法の第１の例では、制御部７に入力される映像信号（映像データ）
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の信号レベル、詳細には、１フレームの画素信号（画素データ）の平均値を比較すること
によって、実質的に露光量AepRと露光量AepGとを比較している。
【０２７４】
　図３７に示すように、色ゲイン制御部７９は、ステップS201にて、入力された判定デー
タDdet1に基づいて可視光が主であるか否かを判定する。可視光が主であれば（YES）、色
ゲイン制御部７９は、第１の組の色ゲインを選択するよう色ゲイン設定部６２を制御して
、処理をステップS201に戻す。
【０２７５】
　可視光が主でなければ（NO）、色ゲイン制御部７９は、第２の組の色ゲインを選択する
よう色ゲイン設定部６２を制御して、処理をステップS201に戻す。以下、同様の処理を繰
り返す。
【０２７６】
　図３４及び図３５は、波長ＩＲ１～ＩＲ３の赤外光の発光パワーが同一である場合を示
している。波長ＩＲ１～ＩＲ３の赤外光の発光パワーを意図的に異ならせた上で、露光量
AepR，AepG，AepBに基づいて光量の主従関係を判定することも可能である。
【０２７７】
　図３８は、図３４と同様、赤外光が主の状態を示している。図３８の（ａ），（ｃ）は
、図３４の（ａ），（ｂ）と同じである。図３８の（ｂ）に示すように、例えば波長ＩＲ
３の赤外光の発光パワーを波長ＩＲ１，ＩＲ２の赤外光の発光パワーよりも大きくしたと
する。
【０２７８】
　この場合の露光量AepR，AepG，AepBは、図３８の（ｄ）に示すようになる。判定部７８
は、露光量AepRと露光量AepBとを比較して光量の主従関係を判定してもよいし、露光量Ae
pGと露光量AepBとを比較して光量の主従関係を判定してもよい。判定部７８は、露光量Ae
pR，AepG，AepBの大小関係の特有のパターンの有無を認識して、特有のパターンがなけれ
ば可視光が主、特有のパターンがあれば赤外光が主と判定してもよい。
【０２７９】
＜判定方法の第２の例＞
　図３９～図４２を用いて、判定方法の第２の例を説明する。波長ＩＲ１～ＩＲ３の赤外
光の発光パワーは同一であるとする。判定部７８は、判定方法の第２の例として、波長Ｉ
Ｒ１の赤外光が投光されている状態で生成された撮像信号に基づく画素信号と、他の赤外
光が投光されている状態で生成された撮像信号に基づく画素信号とを用いることによって
、光量の主従関係を判定する。
【０２８０】
　判定部７８は、画素信号として、Ｒの画素信号と、ＧまたはＢの画素信号とを用いる。
他の赤外光は、波長ＩＲ２の赤外光と波長ＩＲ３の赤外光とのいずれでもよい。
【０２８１】
　図３２に示すように、波長ＩＲ１では、Ｒの感度ＳｔｒとＧ，Ｂの感度とは大きな感度
差がある。Ｒの感度ＳｔｒとＢの感度Stb1との感度差が特に大きい。波長ＩＲ２では、Ｒ
，Ｂの感度Str2，Stb2は、Ｇの感度Ｓｔｇとほぼ同じで両者の感度差はほとんどない。波
長ＩＲ３でも、Ｂの感度ＳｔｂとＲ，Ｇの感度との違いはわずかである。
【０２８２】
　判定方法の第２の例は、波長ＩＲ１～ＩＲ３で、Ｒ，Ｇ，Ｂの感度差が異なることを利
用して、光量の主従関係を判定する。
【０２８３】
　波長ＩＲ１では、Ｒの感度ＳｔｒとＢの感度Stb1との感度差が最も大きいため、Ｒの画
素信号と比較する画素信号としては、Ｇの画素信号を用いるよりもＢの画素信号を用いる
方が好ましい。そこで、判定部７８は、波長ＩＲ１の赤外光が投光されている状態におけ
るＲの画素信号とＢの画素信号とを用いることとする。
【０２８４】
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　波長ＩＲ２の赤外光が投光されている状態におけるＲ，Ｂの画素信号と、波長ＩＲ３の
赤外光が投光されている状態におけるＲ，Ｂの画素信号とはいずれでもよいが、判定部７
８は、前者を用いることとする。
【０２８５】
　図３９を用いて、判定方法の第２の例を実現する判定部７８の具体的な構成及び動作を
説明する。図３９も、図３５と同様、光量の主従関係を判定する概念的な説明図である。
【０２８６】
　図３９の（ａ）は、図３５の（ａ）と同じ、波長ＩＲ１の赤外光を投光しているタイミ
ングで生成された映像データの任意のフレームFmIR1である。図３９の（ｂ）は、図３５
の（ｂ）と同じ、波長ＩＲ２の赤外光を投光しているタイミングで生成された映像データ
の任意のフレームFmIR2である。
【０２８７】
　図３９の（ｃ）は、フレームFmIR1内のＲの画素のみを抽出した状態を概念的に示して
いる。図３９の（ｄ）は、フレームFmIR1内のＢの画素のみを抽出した状態を概念的に示
している。
【０２８８】
　図３９の（ｅ）は、フレームFmIR2内のＲの画素のみを抽出した状態を概念的に示して
いる。図３９の（ｆ）は、フレームFmIR2内のＢの画素のみを抽出した状態を概念的に示
している。
【０２８９】
　図３９の（ｇ）は、第２の例における判定部７８の概念的なブロック図である。図３９
の（ｇ）に示すように、判定部７８は、平均値化部７８４，７８５と差分演算部７８６，
７８７と比較部７８８とを有する。
【０２９０】
　それぞれ２つの平均値化部７８４，７８５は、フレームFmIR1のＲ，Ｂの画素データが
入力されるタイミングでの平均値化部７８４，７８５と、フレームFmIR2のＲ，Ｂの画素
データが入力されるタイミングでの平均値化部７８４，７８５とを別々に図示したもので
ある。
【０２９１】
　平均値化部７８４は、フレームFmIR1の１フレーム内のＲの画素データを平均値化して
平均値Rave(IR1)を生成する。平均値化部７８５は、フレームFmIR1の１フレーム内のＢの
画素データを平均値化して平均値Bave(IR1)を生成する。
【０２９２】
　平均値化部７８４は、フレームFmIR2の１フレーム内のＲの画素データを平均値化して
平均値Rave(IR2)を生成する。平均値化部７８５は、フレームFmIR2の１フレーム内のＢの
画素データを平均値化して平均値Bave(IR2)を生成する。
【０２９３】
　Ｒの画素データの平均値Rave(IR1)，Rave(IR2)を生成するタイミングと、Ｂの画素デー
タの平均値Bave(IR1)，Bave(IR2)を生成するタイミングとをずらすことにより、平均値化
部を１つのみとしてもよい。この場合、先に生成した平均値を一時的に保持しておく。
【０２９４】
　平均値Rave(IR1)，Bave(IR1)と平均値Rave(IR2)，Bave(IR2)とは、差分演算部７８６に
入力される。２つの差分演算部７８６は、平均値Rave(IR1)，Bave(IR1)が入力されるタイ
ミングでの差分演算部７８６と、平均値Rave(IR2)，Bave(IR2)が入力されるタイミングで
の差分演算部７８６とを別々に図示したものである。
【０２９５】
　差分演算部７８６は、平均値Rave(IR1)と平均値Bave(IR1)との差分を演算して差分値Vd
f1を生成する。差分演算部７８６は、平均値Rave(IR2)と平均値Bave(IR2)との差分を演算
して差分値Vdf2を生成する。図示していないが、差分値Vdf1，Vdf2は絶対値回路によって
絶対化されて、差分演算部７８７に入力される。
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【０２９６】
　差分演算部７８７は、差分値Vdf1と差分値Vdf2との差分を演算して差分値Vdf12を生成
する。図示していないが、差分値Vdf12は絶対値回路によって絶対化されて、比較部７８
８に入力される。
【０２９７】
　比較部７８８は、差分値Vdf12と閾値Th20とを比較して、差分値Vdf12が閾値Th20以下で
あれば可視光が主であることを示し、差分値Vdf12が閾値Th20を超えれば赤外光が主であ
ることを示す判定データDdet2を生成する。判定データDdet2も２値データでよい。判定デ
ータDdet2は、色ゲイン制御部７９へと入力される。
【０２９８】
　図４０は、可視光が主の状態を示している。図４０の（ａ），（ｂ）は、図３３の（ａ
），（ｂ）と同じである。図４０の（ｃ）は、図４０の（ｂ）に示す露光に基づいて生成
されるフレームを示している。図８で説明したように、図４０の（ｂ）の露光と図４０の
（ｃ）に示すフレームとのタイミングはずれるが、ここでは、タイミングの違いを無視し
て時間方向（左右方向）の位置を一致させた状態を図示している。
【０２９９】
　可視光が主の状態では図３３で説明したように撮像部３の露光量AepR，AepG，AepBはほ
ぼ一定の値であり、波長ＩＲ１～ＩＲ３におけるＲ，Ｇ，Ｂの感度差の影響をほとんど受
けない。
【０３００】
　よって、図４０の（ｄ）に示すように、フレームFmIR1のタイミングで生成される差分
値Vdf1とフレームFmIR2のタイミングで生成される差分値Vdf2とはほぼ同じ値となる。従
って、差分値Vdf12は小さな値となる。
【０３０１】
　図４０の（ｄ）では、差分値Vdf1，Vdf2を、便宜上、フレームFmIR1，FmIR2のそれぞれ
のフレーム期間に渡るように記載している。実際には、差分値Vdf1，Vdf2は、判定部７８
にフレームFmIR1，FmIR2の画素データが入力された後の所定のタイミングで生成される。
【０３０２】
　図４１は、赤外光が主の状態を示している。図４１の（ａ）～（ｃ）は、図４０の（ａ
）～（ｃ）と同じである。赤外光が主の状態では、波長ＩＲ１～ＩＲ３におけるＲ，Ｇ，
Ｂの感度差の影響を受ける。
【０３０３】
　よって、図４１の（ｄ）に示すように、フレームFmIR1のタイミングで生成される差分
値Vdf1とフレームFmIR2のタイミングで生成される差分値Vdf2とは値が大きく異なる。従
って、差分値Vdf12は大きな値となる。
【０３０４】
　図４２のフローチャートを用いて、判定部７８の動作をさらに説明する。図４２におい
て、判定部７８は、ステップS301にて、フレームFmIR1の生成タイミングであるか否かを
判定する。
【０３０５】
　フレームFmIR1の生成タイミングであれば（YES）、判定部７８は、ステップS302にて、
フレームFmIR1のＲの画素データを平均値化して平均値Rave(IR1)を生成する。判定部７８
は、ステップS303にて、フレームFmIR1のＢの画素データを平均値化して平均値Bave(IR1)
を生成する。
【０３０６】
　判定部７８は、ステップS304にて、平均値Rave(IR1)と平均値Bave(IR1)との差分を演算
して差分値Vdf1を生成する。
【０３０７】
　一方、ステップS301にてフレームFmIR1の生成タイミングでなければ（NO）、判定部７
８は、ステップS305にて、フレームFmIR2の生成タイミングであるか否かを判定する。
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【０３０８】
　フレームFmIR2の生成タイミングであれば（YES）、判定部７８は、ステップS306にて、
フレームFmIR2のＲの画素データを平均値化して平均値Rave(IR2)を生成する。判定部７８
は、ステップS307にて、フレームFmIR2のＢの画素データを平均値化して平均値Bave(IR2)
を生成する。
【０３０９】
　判定部７８は、ステップS308にて、平均値Rave(IR2)と平均値Bave(IR2)との差分を演算
して差分値Vdf2を生成する。
【０３１０】
　ステップS305にてフレームFmIR2の生成タイミングでなければ（NO）、判定部７８は、
処理をステップS301に戻す。
【０３１１】
　判定部７８は、ステップS309にて、差分値Vdf1と差分値Vdf2との差分を演算して差分値
Vdf12を生成する。判定部７８は、ステップS310にて、差分値Vdf12が閾値Th20以下である
か否かを判定する。
【０３１２】
　差分値Vdf12が閾値Th20以下であれば（YES）、判定部７８は、ステップS311にて、可視
光が主であると判定して、処理をステップS301に戻す。差分値Vdf12が閾値Th20以下でな
ければ（NO）、判定部７８は、ステップS312にて赤外光が主である判定して、処理をステ
ップS101に戻す。以下、同様の処理を繰り返す。
【０３１３】
　色ゲイン制御部７９は、図３７のステップS201にて、入力された判定データDdet2に基
づいて可視光が主であるか否かを判定する。
【０３１４】
　可視光が主であれば（YES）、色ゲイン制御部７９は、第１の組の色ゲインを選択する
よう色ゲイン設定部６２を制御して、処理をステップS201に戻す。
【０３１５】
　可視光が主でなければ（NO）、色ゲイン制御部７９は、第２の組の色ゲインを選択する
よう色ゲイン設定部６２を制御して、処理をステップS201に戻す。以下、同様の処理を繰
り返す。
【０３１６】
＜光量の主従関係の判定に応じた映像信号処理方法＞
　図４３を用いて、図１に示す撮像装置で実行される光量の主従関係の判定に応じた映像
信号処理方法を改めて説明する。
【０３１７】
　図４３において、撮像部３は、ステップS501にて、赤外線投光器９によって波長ＩＲ１
，ＩＲ２，ＩＲ３の赤外光が選択的に投光されている状態で被写体を撮像して、Ｒ，Ｇ，
Ｂのそれぞれに対応した撮像信号を生成する。
【０３１８】
　映像処理部５は、ステップS502にて、撮像信号に基づいて、Ｒ，Ｇ，Ｂの３原色データ
を生成する。判定部７８は、ステップS503にて、周囲環境の可視光の量と赤外線投光器９
によって投光される赤外光の量との主従関係を判定する。
【０３１９】
　色ゲイン制御部７９は、ステップS504にて、可視光が主であれば（YES）、第１の組の
色ゲインを選択するよう色ゲイン設定部６２を制御する。よって、映像出力部６は、ステ
ップS505にて、３原色データに第１の組の色ゲインを乗じた映像信号を出力する。
【０３２０】
　色ゲイン制御部７９は、ステップS504にて、可視光が主でなければ（NO）、第２の組の
色ゲインを選択するよう色ゲイン設定部６２を制御する。よって、映像出力部６は、ステ
ップS506にて、３原色データに第２の組の色ゲインを乗じた映像信号を出力する。
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【０３２１】
　ステップS504～S506の処理によって、撮像装置は、判定された主従関係に従って、３原
色データに乗じる色ゲインの複数の組のうちのいずれかの組を選択し、選択された組の色
ゲインを前記３原色データに乗じた映像信号を出力する。
【０３２２】
　撮像装置が中間モードに設定されているとき、ステップS501～S506の処理が繰り返され
る。
【０３２３】
＜光量の主従関係の判定を含む撮像装置の動作を制御する映像信号処理プログラム＞
　図４４を用いて、光量の主従関係の判定を含む撮像装置の動作をコンピュータプログラ
ムによって制御する場合の映像信号処理プログラムを説明する。
【０３２４】
　図４４において、映像信号処理プログラムは、ステップS601にて、コンピュータに、赤
外線投光器９によって波長ＩＲ１，ＩＲ２，ＩＲ３の赤外光が選択的に投光されている状
態で被写体を撮像することによって生成されたＲ，Ｇ，Ｂのそれぞれに対応した撮像信号
に基づく映像データを取得する処理を実行させる。
【０３２５】
　映像信号処理プログラムは、ステップS602にて、コンピュータに、映像データに基づい
て、周囲環境の可視光の量と赤外線投光器９によって投光される赤外光の量との関係を判
定する処理を実行させる。図示していないが、判定結果はコンピュータに一時的に保持さ
れる。
【０３２６】
　映像信号処理プログラムは、ステップS603にて、コンピュータに、保持された判定結果
を確認する処理を実行させる。
【０３２７】
　可視光が主であれば（YES）、映像信号処理プログラムは、ステップS604にて、コンピ
ュータに、色ゲイン設定部６２が映像データに基づいて生成される３原色データに乗じる
色ゲインの組を第１の組とするよう、色ゲイン設定部６２を制御する処理を実行させる。
【０３２８】
　可視光が主でなければ（NO）、映像信号処理プログラムは、ステップS605にて、コンピ
ュータに、色ゲイン設定部６２が映像データに基づいて生成される３原色データに乗じる
色ゲインの組を第２の組とするよう、色ゲイン設定部６２を制御する処理を実行させる。
【０３２９】
　ステップS603～S605によって、映像信号処理プログラムは、コンピュータに、色ゲイン
設定部６２が３原色データに乗じる色ゲインの組を、判定された主従関係に従って、色ゲ
インの複数の組のうちからいずれかを選択するよう、色ゲイン設定部６２を制御する処理
を実行させている。
【０３３０】
　撮像装置が中間モードに制御されているとき、映像信号処理プログラムは、コンピュー
タに、ステップS601～S605の処理が繰り返し実行させる。
【０３３１】
　光量の主従関係の判定を含む撮像装置の動作を制御する映像信号処理プログラムも同様
に、コンピュータで読み取り可能な非一時的な記録媒体に記録されたコンピュータプログ
ラムであってよい。この映像信号処理プログラムも記録媒体に記録された状態で提供され
てもよいし、ネットワークを介して提供されてもよい。
【０３３２】
＜色ゲインの組の切換例＞
　図４５を用いて、色ゲイン設定部６２が用いる色ゲインの組がどのように切り換えられ
るかについて説明する。図４５の（ａ），（ｂ）は、図２２の（ａ），（ｂ）と同じであ
る。
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【０３３３】
　通常モードでは可視光が主であるので、色ゲイン設定部６２が用いる色ゲインの組は第
１の組で固定である。暗視モードでは赤外光が主であるので、色ゲイン設定部６２が用い
る色ゲインの組は第２の組で固定である。色ゲイン設定部６２は、モード切換部７２によ
るモード切換の状態に応じて、第１の組と第２の組とを選択すればよい。
【０３３４】
　中間モードでは、上述した判定方法の第１または第２の例による判定結果に従って、可
視光が比較的多い状態では第１の組が選択され、赤外光が比較的多い状態では第２の組が
選択される。
【０３３５】
　よって、色ゲイン設定部６２は、通常モードから中間モードへ、中間モードから暗視モ
ードへと移行したとき、中間モードの途中まで第１の組を用い、中間モードの途中以降、
第２の組を用いることになる。
【０３３６】
　図４５の（ｃ）では、便宜的に、中間モードの期間を２分割して、通常モード側を第１
の組、暗視モードを第２の組としている。実際に、第１の組が選択する状態から第２の組
を選択する状態へと切り換わるタイミングは、閾値Th10，Th20の値の設定の仕方やその他
の各種の条件に応じて決まる。
【０３３７】
　色ゲイン設定部６２に色ゲインの組を少なくとも３組保持させておき、暗視モードで用
いる色ゲインの組を、中間モードで用いる第２の組とは異なる第３の組としてもよい。
【０３３８】
　以上説明した光量の主従関係の判定結果を用いて、中間モードと暗視モードとを切り換
えるように構成することも可能である。可視光が主である図３３，図４０の状態では中間
モードとし、赤外光が主である図３４，図４０の状態では暗視モードとしてもよい。
【０３３９】
　ところで、可視光が主で、赤外光が従である状態とは、必ずしも可視光が赤外光よりも
多い状態とは限らない。赤外光が主で、可視光が従である状態とは、必ずしも赤外光が可
視光も多い状態とは限らない。可視光と赤外光との関係は、可視光と赤外光との特定の比
率を基準して決定する必要はない。例えば、生成される映像信号がより高画質となるよう
に可視光と赤外光との関係を決定すればよい。
【０３４０】
　本発明は以上説明した本実施形態に限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しな
い範囲において種々変更可能である。例えば、図１に示す撮像装置において、赤外線投光
器９を撮像装置の筐体と着脱自在にしてもよい。赤外線投光器９を、撮像装置外部の構成
としてもよい。撮像装置は、赤外線投光器９を装着したときに、赤外線投光器９を制御す
る構成を有すればよい。
【０３４１】
　可視光と赤外光との関係をそれぞれの光量を測定してもよい。判定部７８による主従関
係の判定とは、光量を測定した測定結果に基づく場合を含む。上述した映像信号に基づく
主従関係の判定では、被写体付近の可視光と赤外光との関係を反映しやすい。よって、映
像信号に基づく主従関係の判定の方が光量の測定結果に基づく主従関係の判定よりもよい
。
【０３４２】
　また、制御部７は、周囲環境の可視光の量と赤外光の量との関係に応じて種々のパラメ
ータを変化させてもよい。本実施形態は、色ゲインに限らず、撮像部３によって撮像した
撮像信号を画像処理するための種々のパラメータを変化させる技術に適応可能である。
【０３４３】
　制御部７は、周囲環境の可視光の量と赤外光の量との関係に応じて、種々の撮影モード
間の切換を行ってもよい。本実施形態は、中間モードや暗視モードに限らず公知の種々の
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にも適用可能である。
【０３４４】
　さらに、制御部７や映像処理部５は、１または複数のハードウェアのプロセッサ（ＣＰ
Ｕ）を用いて実現することができる。ハードウェアとソフトウェアとの使い分けは任意で
ある。ハードウェアのみで撮像装置を構成してもよいし、一部の構成をソフトウェアで実
現してもよい。
【符号の説明】
【０３４５】
　３　撮像部
　５　映像処理部
　７　制御部
　９　赤外線投光器
　３２　カラーフィルタ
　５４　デモザイク処理部
　６２　色ゲイン設定部
　７１　投光制御部
　７２　モード切換部
　７８　判定部
　７９　色ゲイン制御部
　５２１　周囲画素加算部
　５２２　同一位置画素加算部
　５２３　合成部
　７８１，７８４，７８５　平均値化部
　７８２，７８６，７８７　差分演算部
　７８３，７８８　比較部
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